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●主な内容新たな時代の幕開け！
　元号が「平成」から「令和」に変わります！

　皆さんはどのような時代になると思いますか？

　松島町は、皆さまが快適に過ごすことができるよう、

引き続き時代に合ったまちづくりを継続してまいります。

ゴールデンウィーク期間中の窓口等について・・・・・・・・・２
松島町平成３１年度施政方針と一般会計予算の概要・・・・３～８
心の健康に関するアンケート調査を行いました・・・・２１～２２
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トップ
ニュース

宅
配
夕
食
サ
ー
ビ
ス
の
調
理
事
業
者
が

町
内
業
者
に
変
わ
り
ま
し
た　

▲契約賞を交わしたREST(株 )樫崎社長（右）と
　松島町社会福祉協議会遠山会長（左）

　

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
世
帯
等
に
実
施

し
て
い
る
宅
配
夕
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
調

理
業
者
を
町
内
業
者
の
R
E
S
T
株
式
会

社
に
委
託
し
、
４
月
１
日
に
業
務
開
始
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
顏
が
見
え

る
安
心
感
が
あ
り
、
よ
り
温
か
な
食
の
提

供
を
行
い
ま
す
。

1

町
内
で

  

入
園
式
・
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

４
月
９
日
、
町
内
３
つ
の
幼
稚
園
と
小

学
校
、
そ
し
て
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
や
先
生
た
ち
、
来
賓

の
方
々
か
ら
の
大
き
な
拍
手
で
出
迎
え
ら

れ
た
新
入
生
の
瞳
に
は
、
新
し
い
生
活
へ

の
希
望
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

新
入
園
児
た
ち
も
先
生
や
新
し
い
お
友

達
と
一
緒
に
元
気
に
歌
を
歌
っ
た
り
、
先

生
に
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
大
き
な
声
で

返
事
を
し
て
成
長
し
た
姿
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

▲記念品を受け取る児童（第五小学校） ▲保護者の皆さんと一緒に
　“はい、チーズ！”（第一小学校）

▲先生と一緒に歌を歌いました
　（第五幼稚園）

▲保護者の方も一緒に歌を歌いました
　（第二幼稚園）

▲先生のお話をしっかり聞く児童
　（第一幼稚園）

▲校長先生のお話を真剣に聞く中学生（中学校）

▲教科書を受け取る児童（第二小学校）
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運　休

日　付
　5日（日）

祝日
ダイヤ

　6日（月）

運行ダイヤ

　ゴールデンウィーク期間中に水道管から漏水したと
きには、下記業者にご連絡ください。

　ゴールデンウィーク期間中は閉庁となり、通常窓口業務は５月７日
（火）から再開となります。なお、ゴールデンウィーク期間中も出生届、
婚姻届、離婚届、死亡届等の戸籍の提出は役場庁舎１階西側の守衛室で
受け付けします。

　ゴールデンウィーク期間中は下記のとおり運行し
ます。なお、期間中は道路が混雑し、ダイヤに大幅
な遅れが生じることが予想されます。ご利用の際は
ご注意頂きますようお願いします。

● 問合先　総務課環境防災班　☎３５４-５７８２

・ ○印は、臨時収集を実施する日　

● 問合先　総務課環境防災班　☎３５４-５７８２

日　付
27日（土）

土曜日
ダイヤ

運　休 祝日
ダイヤ

祝日
ダイヤ

28日（日） 30日（火）29日（月）

運行ダイヤ

日　付
　1日（水）

祝日
ダイヤ

祝日
ダイヤ

祝日
ダイヤ

祝日
ダイヤ

　2日（木） 　4日（土）　3日（金）

運行ダイヤ

４月

２７日（土）

通常収集

通常収集

松島・磯崎・手樽　

高城・北小泉（台山除く）・
下竹谷

本郷・初原・前根廻・
桜渡戸

幡谷・後根廻・上竹谷・
北小泉（台山含む）

国民の休日

×

国民の休日

○

○

憲法記念日

○

○

即位の日

×

×

みどりの日

×

×

こどもの日 振替休日

×

昭和の日

×

２８日（日）２９日（月）３０日（火） 1日（水） ２日（木） ３日（金） ４日（土） ５日（日） ６日（月）

５月

【燃えるごみ】 通常時の
収集日

月・木曜日

火・金曜日

水・土曜日

水・土曜日

４月

２７日（土）

磯　崎

北小泉（台山除く）・
下竹谷

国民の休日 国民の休日

○

憲法記念日

○

即位の日

×

×

みどりの日 こどもの日 振替休日昭和の日

２８日（日）２９日（月）３０日（火） 1日（水） ２日（木） ３日（金） ４日（土） ５日（日） ６日（月）

５月

【粗大ごみ・燃えない
ごみ・有害ごみ】 通常時の

収集日

第１水曜日

第１水曜日

・×印は、ごみ収集を行わない日

● 問合先　水道事業所施設班　☎３５４-５７１０

4月27日（土）

4月 28日（日）

4月 29日（月）

4月 30日（火）

5月   1 日（水）

5月   2 日（木）

5月   3 日（金）

5月   4 日（土）

5月   5 日（日）

5月   6 日（月）

（有）斎藤設備工業所

（有）美和工業

松島住宅設備（株）

（有）うちみ水道

（有）水研

（有）斎藤設備工業所

（有）美和工業

松島住宅設備（株）

（有）うちみ水道

（有）水研

☎３５４-４３７６

☎３５４-３１４９

☎３５４-４４８４

☎３５４-２７１０

☎３５４-２７６９

☎３５４-４３７６

☎３５４-３１４９

☎３５４-４４８４

☎３５４-２７１０

☎３５４-２７６９

当番月日 当番水道業者 連絡先

　ゴールデンウィーク期間中のごみ収集を次のとおり実施しますので、収集指定日以外は集積所にごみを出さない
でください。
※「燃えるごみ」「燃えないごみ・有害ごみ・粗大ごみ」に限り、臨時収集を行います。
※４月２７日（土）は通常通りのごみ収集となります。

【収集のスケジュール】

ゴールデンウィーク関連のお知らせ

期間中の臨時ごみ収集について

水道管から漏水したら 町営バスの運行について

し尿くみ取りについて
　ゴールデンウィーク期間中は

「し尿汲み取り」は行いません。

● 問合先　協業組合松島清掃公社

　　　　　 ☎３５４-３２０２

役場窓口業務について

ゴールデンウィーク期間中の松島町へのお問い合わせはすべて☎３５４-５７０１へお願いします。

4月

5月

5月

ゴールデンウィーク期間中（４月２７日（土）から５月６日（月）まで）について
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「集い、学び、働き、
　　　笑顔あふれる美しいまち　松島」
　３月に開催された松島町定例議会で、一般会計予算案他８つの各種特別会
計予算案が承認されました。本年度の施政方針と予算の概要について紹介し
ます。

松
島
町
平
成
三
十
一
年
度
施
政
方
針
と

　
　
　
　
　
　

一
般
会
計
予
算
の
概
要

【
土
地
利
用
】

　

昨
年
、
宮
城
県
が
見
直
し
を
実
施
し

た
「
仙
塩
広
域
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方
針
」
の
中
で
、
初

原
地
区
等
に
お
い
て
、
工
業
系
土
地
利

用
の
予
定
地
区
と
し
て
の
位
置
付
け
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
土
地

利
用
の
推
進
と
し
て
、
品
井
沼
駅
周
辺

を
含
め
た
新
た
な
土
地
利
用
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
の
協
議
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
、
引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

【
河
川
・
港
湾
】

　

河
川
改
修
の
促
進
に
つ
い
て
、
宮
城

県
で
引
き
続
き
進
め
る
、
高
城
川
の
河

川
改
修
の
早
期
完
成
に
向
け
て
調
整
し

ま
す
。

【
公
園
・
緑
地
】

　

明
治
１
５
０
年
記
念
施
策
と
し
て
宮

城
県
が
進
め
て
い
る
明
治
潜
穴
公
園
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
つ
い
て
、
円
滑

な
事
業
の
推
進
が
図
れ
る
よ
う
調
整　

を
進
め
ま
す
。

【
住
宅
】

　

旧
耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ
た
住
宅
の

耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
の
助
成
並
び

に
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
除
去
に
対
す

る
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

【
上
水
道
】

　

復
興
交
付
金
事
業
等
に
伴
う
移
設
工

事
及
び
二
子
屋
浄
水
場
の
施
設
建
設
工

事
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、

配
水
管
の
更
新
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
水
の
水
質
検
査
や
放
射

性
物
質
検
査
を
徹
底
し
、
安
全
安
心
な

水
の
供
給
に
努
め
ま
す
。

【
下
水
道
】

　

汚
水
処
理
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
く
改
築
工
事
を
引
き
続
き
実
施
し
、

老
朽
化
し
た
施
設
機
器
の
更
新
を
進
め

ま
す
。

　

雨
水
排
水
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

震
災
に
よ
り
地
盤
沈
下
が
生
じ
て
い
る

地
区
に
お
い
て
、
高
城
浜
・
西
柳
及
び

磯
崎
第
二
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
新
設
・
増

強
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
雨
水

管
渠
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
既
存
施
設
の
保
守
保
全
を
実

施
し
、
内
水
排
除
に
万
全
を
期
し
て
大

雨
な
ど
に
よ
る
浸
水
被
害
の
防
止
を
図

り
、
引
き
続
き
暮
ら
し
の
安
全
安
心
に

努
め
ま
す
。

【
道
路
】

　

県
道
の
整
備
推
進
に
つ
い
て
、
初
原

バ
イ
パ
ス
の
国
道
45
号
根
廻
交
差
点
ま

で
の
延
伸
実
現
と
県
道
仙
台
松
島
線
の

桜
渡
戸
地
区
及
び
初
原
地
区
で
の
整
備

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
宮
城
県
へ
要
望

す
る
と
と
も
に
、
松
島
橋
災
害
復
旧
工

事
の
早
期
完
成
に
向
け
て
調
整
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
町
道
整
備
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
町
道
松
島
・
磯
崎
線
及
び
松
島
大

橋
災
害
復
旧
工
事
並
び
に
各
避
難
道
路

整
備
の
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
道
整
備
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
国
道
45
号

の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
、
松
島
駅
前
ま

で
の
整
備
を
含
め
早
期
完
成
に
向
け
て

調
整
を
図
り
ま
す
。

【
公
共
交
通
】

　

町
営
バ
ス
運
営
の
充
実
に
つ
い
て
、

昨
年
実
施
し
た
実
証
実
験
の
結
果
を
踏

ま
え
、
路
線
型
デ
マ
ン
ド
交
通
の
検
討

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
に
基
づ
い
た
路
線
及
び

ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
並
び
に
運
行
方
法
に

つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
松
島
海
岸
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
１

年
度（
令
和
３
年
度
）の
完
成
に
向
け
、

今
年
度
工
事
開
始
が
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
国
や
宮
城
県
と
と
も
に
事

業
費
の
補
助
に
よ
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
情
報
通
信
】

　

広
報
活
動
を
充
実
さ
せ
る
観
点
か
ら
、

昨
年
度
、
新
た
に
導
入
し
た
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
を
活
用
し
、
幅
広
い
年
齢
層
の

方
に
対
し
て
、
情
報
の
多
角
的
な
発
信

に
努
め
ま
す
。

●主な事業

避難道路整備事業　　　　　　　　１,０３９,２９０千円

根廻磯崎線道路整備事業　　　　　１,４５８,３８０千円

松島大橋災害復旧事業　　　　　　　 ３６１,６６４千円

漁港施設機能強化事業　　　　　　　 　１３,５００千円
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●主な事業

松くい虫防除事業　　　　　　　　　　３２,１５３千円

地域防災計画見直し事業　　　　　　　　４,５００千円

防災行政無線屋外拡声子局設置工事　　１６,２００千円

防災行政無線戸別受信機整備事業　　　１０,１５２千円

【
自
然
環
境
保
全
】

　

松
く
い
虫
防
除
事
業
等
の
推
進
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
空
中
散
布
等
に
よ
る

薬
剤
防
除
及
び
被
害
木
早
期
伐
倒
駆
除

を
行
う
と
と
も
に
、
平
成
30
年
度
か
ら

本
町
で
も
実
施
し
て
い
る
抵
抗
性
松
植

樹
事
業
を
拡
大
し
、
豊
か
な
自
然
環
境

の
保
全
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ナ
ラ
枯
れ
対
策
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
被
害
木
の
早
期
発
見
及
び
伐

倒
駆
除
に
努
め
ま
す
。

【
環
境
衛
生
】

　

宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
の
焼
却
施

設
の
延
命
化
事
業
で
あ
る
基
幹
的
改
良

工
事
が
始
ま
り
、
一
定
期
間
、
仙
台
市

の
焼
却
施
設
へ
の
搬
入
を
行
う
こ
と
と

な
る
た
め
、
住
民
の
日
常
生
活
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
の
な
い
よ
う
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
ま
す
。

【
交
通
安
全
】

　

平
成
30
年
11
月
28
日
に
達
成
し
た

「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
２
０
０
０
日
」

の
記
録
を
更
に
更
新
で
き
る
よ
う
、
関

係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
交
通
安
全
啓

発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
施
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、
危
険
箇
所
へ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

等
の
設
置
や
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新

に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
す
。

【
消
防
・
防
災
】

　

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
、
関
係
法

令
や
国
・
県
の
防
災
計
画
と
の
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
今
年
度
内
の
策
定
に
向

け
て
作
業
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
継
続
し
て
職
員
を
防
災
士
と

し
て
育
成
し
、
幅
広
い
防
災
知
識
を
身

に
つ
け
さ
せ
、
指
導
力
向
上
に
努
め
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
防
災
訓
練
を
引
き
続
き
総

合
防
災
訓
練
形
式
で
実
施
し
、
多
く
の

住
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
体
験
型
訓
練

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
防
災
関
係

機
関
等
と
の
協
力
に
よ
る
実
動
訓
練
に

よ
り
、
相
互
連
携
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
育
成
と
支
援
に
つ

い
て
は
、
各
地
区
に
お
け
る
自
主
防
災

組
織
の
運
営
や
訓
練
に
対
す
る
助
言
や

指
導
を
行
い
、
地
域
の
防
災
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
の
装
備
基
準
に
基
づ

く
装
備
品
の
整
備
や
老
朽
化
し
た
消
防

資
機
材
の
更
新
を
行
う
と
と
も
に
、
各

種
訓
練
を
通
し
て
消
防
力
の
充
実
・
強

化
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
避
難
施
設
等
に
つ
い
て
、

施
設
の
有
効
利
用
や
適
切
な
維
持
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
家
発
電
装
置

を
有
し
な
い
避
難
所
へ
の
発
電
機
の
配

備
を
進
め
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

観
光
地
周
辺
や
市
街
地
へ
の
屋
外
拡
声

子
局
の
増
設
や
難
聴
区
域
へ
の
戸
別
受

信
機
の
無
償
貸
与
を
行
う
な
ど
、
災
害

情
報
の
伝
達
態
勢
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
防
犯
】

　

各
地
域
の
防
犯
指
導
隊
と
の
情
報
共

有
を
図
り
な
が
ら
地
域
事
情
に
合
わ
せ

た
活
動
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
警
察

等
の
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
地

域
防
犯
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
犯
灯
整
備
に
つ
い
て
は
、

各
行
政
区
が
維
持
管
理
し
て
い
る
防
犯

灯
に
対
す
る
電
気
料
及
び
新
設
・
修
繕

費
用
に
対
す
る
事
業
費
補
助
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
照
度
が
高
く
、
長
寿
命

で
経
済
的
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
更
新
を

進
め
ま
す
。

【
保
健
・
医
療
】

　

健
康
寿
命
の
更
な
る
延
伸
を
図
る
た

め
、
心
身
機
能
の
低
下
や
低
栄
養
等
の

フ
レ
イ
ル
に
着
目
し
た
疾
病
予
防
・
重

症
化
予
防
の
取
組
に
つ
い
て
、
介
護
予

防
事
業
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
推
進
し

ま
す
。

　

ま
た
、
が
ん
患
者
の
治
療
と
就
労
や

社
会
参
加
等
の
両
立
を
支
援
し
、
療
養

生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
新
た

に
が
ん
患
者
の
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
購
入

助
成
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

予
防
接
種
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
風

し
ん
の
感
染
拡
大
に
よ
る
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
、

抗
体
保
有
率
の
低
い
39
歳
か
ら
56
歳
ま

で
の
男
性
を
対
象
に
抗
体
検
査
と
定
期

予
防
接
種
と
し
て
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
実
施
し
ま
す
。

　

歯
科
保
健
対
策
に
つ
い
て
は
、
塩
釜

歯
科
医
師
会
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

「
歯
と
健
康
の
つ
ど
い
」
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
小
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育

所
に
お
い
て
は
、
む
し
歯
予
防
と
食
育

に
関
す
る
学
習
の
機
会
を
設
け
、
歯
と

口
腔
の
健
康
づ
く
り
へ
の
意
識
向
上
を

図
り
ま
す
。

【
高
齢
者
福
祉
事
業
】

　

新
た
に
、
在
宅
で
介
護
を
受
け
て
い

る
方
な
ど
を
対
象
と
し
て
紙
お
む
つ
助

成
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
寝
た
き
り
等
で
外
出
が
困
難

な
高
齢
者
に
対
す
る
タ
ク
シ
ー
利
用
助

成
を
行
い
、
在
宅
福
祉
の
向
上
と
介
護

負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

【
児
童
福
祉
】

　

保
育
所
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
保
育

所
だ
け
で
は
な
く
幼
稚
園
も
含
め
た
再

編
成
を
進
め
て
お
り
、
今
年
度
は
、
松

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
主
体
と

な
る
認
定
こ
ど
も
園
の
建
設
に
向
け
た

具
体
的
な
業
務
に
着
手
す
る
予
定
で
あ

り
、
幼
児
教
育
・
保
育
施
設
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
館
及
び
留
守
家
庭
児
童

学
級
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
、
民
間
業
者
の
持
つ
専
門
性

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
施
設
運
営
を

行
い
、
子
ど
も
達
や
保
護
者
へ
の
更
な

る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
町
で
行
う
相
談
業
務
や
児
童

虐
待
等
へ
の
取
組
に
つ
い
て
も
充
実
さ

せ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
や
、
全
て
の
子

ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
社
会
を

実
現
す
べ
く
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

の
開
催
や
、
既
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
分
析
を
行
い
、
町
が
今
後
進

め
て
い
く
施
策
の
方
向
性
や
目
標
を
定

め
る
、
第
二
期
松
島
町
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

　

保
育
所
の
給
食
に
つ
い
て
は
、
栄
養

管
理
業
務
と
調
理
業
務
の
一
体
的
な
実
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施
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
で

安
心
な
給
食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

【
障
が
い
者
・
障
が
い
児
福
祉
】

　
「
松
島
町
障
が
い
者
計
画
（
第
３
期
）

」
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
と
も
に
支
え

あ
い
、
誰
も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る

た
め
に
、
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
上

に
お
け
る
相
談
支
援
機
能
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ

き
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
に
努
め
、
障
が

い
者
・
障
が
い
児
の
自
立
を
支
援
し
ま

す
。

【
社
会
保
障
】

　

国
民
健
康
保
険
制
度
が
、
都
道
府
県

単
位
化
と
な
り
２
年
目
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
財
政
運
営
の
責
任
主
体
で
あ
る

宮
城
県
と
、
よ
り
一
層
の
協
力
・
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
町
の
役
割
で
あ
る
資

格
の
管
理
や
保
険
給
付
等
、
地
域
に
お

け
る
き
め
細
か
い
事
業
を
適
切
に
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

健
康
保
持
・
増
進
の
た
め
、
重
症
化
の

予
防
や
健
康
づ
く
り
事
業
を
引
き
続
き

推
進
し
ま
す
。

【
介
護
保
険
】

　

生
き
が
い
と
交
流
の
場
づ
く
り
を
促

進
し
、
認
知
症
施
策
や
在
宅
医
療
・
介

護
連
携
事
業
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
の
高
齢

者
福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
に
先
立
ち
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
介
護
や
福
祉
、
生
活

支
援
に
係
る
実
態
や
意
向
の
把
握
に
努

め
ま
す
。

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
、
介
護

保
険
料
の
低
所
得
者
軽
減
に
係
る
対
象

者
拡
大
に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向
等
を

注
視
し
な
が
ら
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

【
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
】

　

で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

立
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
総
合
事

業
の
対
象
者
及
び
要
支
援
認
定
者
に
対

し
、
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
及

び
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
、

在
宅
生
活
を
支
援
し
ま
す
。
宮
城
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連
携
を
図

り
、
各
種
申
請
・
届
出
の
受
付
、
保
険

料
の
徴
収
な
ど
に
つ
い
て
適
正
に
対
応

し
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
】

　

本
町
の
５
人
に
１
人
が
75
歳
以
上
と

い
う
高
齢
化
、
長
寿
化
の
進
行
に
伴
い
、

そ
の
役
割
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
各
種
申
請
・
届

出
の
受
付
、
保
険
料
の
徴
収
等
、
高
齢

者
の
身
近
な
窓
口
と
し
て
適
正
に
努
め

ま
す
。

【
学
校
教
育
】

　

松
島
町
教
育
大
綱
及
び
松
島
町
教
育

振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、｢

誇
り
と
絆

を
育
み
し
な
や
か
に
生
き
る
松
島
人｣

を
目
標
と
し
、
地
域
性
な
ど
各
校
の
実

態
を
踏
ま
え
、
特
色
を
生
か
し
た
教
育

を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
に
小
学
校
で

「
特
別
の
教
科
道
徳｣

が
ス
タ
ー
ト
し
た

こ
と
に
引
き
続
き
、
中
学
校
で
も
教
科

化
と
な
る
こ
と
か
ら
、
道
徳
の
授
業
を

通
し
、
心
豊
か
で
思
い
や
り
の
あ
る
子

ど
も
を
育
ん
で
い
け
る
よ
う
、
学
校
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
の
解
消
に
つ
い
て

は
、｢

ま
つ
し
ま
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
ハ

ウ
ス｣

事
業
に
お
い
て
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
と
連
携
し
、
課
題

を
抱
え
る
家
庭
や
児
童
生
徒
に
寄
り
添

い
、
学
校
復
帰
に
向
け
た
学
習
支
援
や

心
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

外
国
語
指
導
助
手
の
派
遣
に
つ
い
て

は
、
２
名
の
学
校
派
遣
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
保
育
所
・
幼
稚
園
の
幼
児
を

対
象
に
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
遊
び
を
取

り
入
れ
た
英
語
教
育
を
実
施
し
、
２
０

２
０
年
度
か
ら
の
小
学
校
外
国
語
科
必

修
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

情
報
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
０
年
度
に
小
学
校
で
完
全
実
施

と
な
る
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、

「
情
報
活
用
能
力
」
が
「
学
習
の
基
盤

と
な
る
資
質
・
能
力
」
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
小
学
校
へ
の
可
動

式
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
教
育
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
）
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

【
幼
児
教
育
の
充
実
】

　

学
び
の
基
礎
と
な
る
幼
児
期
に
お
け

る
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、｢

元

気
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム｣

を
実
践
で
き

る
よ
う
幼
稚
園
教
諭
の
研
修
機
会
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
校
、
保
育
所
、

家
庭
、
地
域
が
連
携
し
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
元
気
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
成

に
努
め
ま
す
。

【
食
育
指
導
の
充
実
】

　

児
童
生
徒
の
嗜
好
を
考
慮
し
つ
つ
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食
提
供
に

努
め
る
と
と
も
に
、
生
産
者
と
の
交
流

会
を
通
し
て
産
地
と
食
卓
の
結
び
つ
き

や
食
の
大
切
さ
、
地
域
の
文
化
・
伝
統

に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め

の
工
夫
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
元

の
生
産
物
や
加
工
品
を
優
先
的
に
、
よ

り
多
く
食
材
料
と
す
る
た
め
、
関
係
機

関
と
協
力
し
て
確
保
に
努
め
ま
す
。

【
生
涯
学
習
】

　

家
庭
・
地
域
・
学
校
の
協
働
に
よ
る

教
育
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
松

島
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
等
を
テ
ー
マ

と
し
た
各
種
教
室
・
講
座
等
を
地
域
住

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
開
催
し
、
地
域

の
す
ば
ら
し
さ
を
再
発
見
す
る
よ
う
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
に
開
設
し
た
「
放

課
後
子
ど
も
教
室
」
は
、
１
年
間
の
経

験
で
得
た
成
果
・
課
題
を
整
理
し
、
よ

り
活
動
が
充
実
す
る
よ
う
継
続
し
て
進

め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
に

よ
る
地
域
活
動
等
へ
の
参
加
や
地
域
防

災
力
の
向
上
を
目
指
す
防
災
キ
ャ
ン
プ

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と

連
携
し
た
講
演
会
の
開
催
や
子
ど
も
１

１
０
番
の
家
の
整
備
等
を
通
し
て
、
青

少
年
の
健
全
な
育
成
を
推
進
・
啓
発
し

ま
す
。

【
芸
術
文
化
の
振
興
】

　

文
化
観
光
交
流
館
を
芸
術
文
化
の
拠

点
施
設
と
し
て
、
指
定
管
理
者
に
よ
る

各
種
事
業
の
継
続
と
、
自
主
サ
ー
ク
ル

へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
公
民
館
及
び
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
並
び
に
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

で
各
種
講
座
等
を
実
施
し
、
芸
術
文
化

活
動
の
推
進
と
町
民
相
互
の
交
流
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
】

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
を
２
０
２
０
年
に
控

え
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
は
益
々
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
運
を
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
や
運
動
習
慣
の
定
着
化

な
ど
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、
子
ど
も
か

ら
シ
ニ
ア
世
代
ま
で
多
く
の
町
民
が
ス

ポ
ー
ツ
に
触
れ
合
う
機
会
を
設
定
し
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
活
動
へ
の
支
援
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
指
定
管
理

者
に
よ
る
各
種
事
業
を
継
続
し
て
推
進

し
、
町
民
の
健
康
増
進
及
び
体
力
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
の
有
効
利
用

と
良
好
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

●主な事業

医療用ウィッグ購入助成事業
　　　　　　　　　　　　 　１００千円
予防接種事業
　　　　　　　　　　　２９,３９６千円
高齢者福祉助成事業（紙おむつ助成・タクシー助成）
　　　　　　　　　　　　２,８８３千円
介護予防・生活支援サービス事業
　　　　　　　　　　　３２,９３２千円
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【
国
際
観
光
】

　

本
年
９
月
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
や
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
共
に
東

北
会
場
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

国
内
外
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
観
戦
者
を

松
島
へ
誘
致
で
き
る
よ
う
、
一
般
社
団

法
人
東
北
観
光
推
進
機
構
や
宮
城
県
、

周
辺
自
治
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

観
光
客
誘
致
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

多
島
海
の
魅
力
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、

10
月
に
富
山
県
で
開
催
さ
れ
る
「
世
界

で
最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」
総
会
に
出

席
し
、
国
内
加
盟
５
湾
と
連
携
し
な
が

ら
、
世
界
各
国
か
ら
の
参
加
者
に
向
け
、

松
島
湾
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
湾
ク
ラ
ブ
活
動
方
針
の
ひ
と
つ

で
あ
る
湾
の
環
境
保
全
と
し
て
、「
松

島
湾
ア
マ
モ
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
活

動
を
継
続
し
、
観
光
客
や
松
島
の
子
ど

も
た
ち
が
松
島
湾
の
環
境
を
守
る
当
事

者
と
し
て
の
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う

努
め
ま
す
。

【
松
島
の
魅
力
発
見
】

　

国
内
外
の
交
流
を
通
じ
た
松
島
の
魅

力
発
見
に
つ
い
て
は
、
国
際
交
流
員
を

任
用
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
松
島
の

魅
力
や
観
光
資
源
を
英
語
で
発
信
す
る

と
と
も
に
、
町
内
の
宿
泊
施
設
や
飲
食

店
と
協
力
し
な
が
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

受
入
体
制
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、「
松
島
こ
ど
も
英
語
ガ
イ
ド

事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
、
町
内
の

子
ど
も
た
ち
が
外
国
語
指
導
助
手
や
国

際
交
流
員
の
生
き
た
英
語
に
触
れ
な
が

ら
松
島
に
つ
い
て
学
び
、
誇
り
を
持
っ

て
松
島
の
魅
力
を
外
国
人
観
光
客
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
、
町
内
の
関
係
団
体
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
推
進
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
町
内
の
観
光
施
設
や
松
島

高
等
学
校
観
光
科
、
伊
達
な
広
域
観
光

推
進
協
議
会
、
せ
ん
だ
い
・
宮
城
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
と
連
携
の
上
、

観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
を
行
い
、
国
内

外
か
ら
の
一
般
旅
行
や
教
育
旅
行
の
観

光
客
誘
致
に
繋
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

【
交
流
事
業
】

　

地
域
間
交
流
の
推
進
事
業
と
し
て
、

観
光
交
流
協
定
を
結
ぶ
岡
山
県
倉
敷
市

及
び
塩
竈
市
と
の
合
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
構
内
で
開
催
し
、
松

島
の
食
を
堪
能
で
き
る
仕
掛
け
づ
く
り

と
し
て
「
松
島
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
」
に

関
連
す
る
ブ
ー
ス
を
利
府
松
島
商
工
会

と
の
連
携
の
上
、
展
開
す
る
こ
と
で
、

観
光
と
食
の
魅
力
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
西
日
本
豪
雨
災
害
の
被

災
地
で
あ
る
倉
敷
市
の
観
光
振
興
を
支

援
す
る
た
め
、
本
町
発
着
の
倉
敷
ツ

ア
ー
旅
行
商
品
を
造
成
し
、
相
互
間
の

観
光
交
流
促
進
に
努
め
ま
す
。

【
文
化
財
保
護
】

　

平
成
29
年
度
に
策
定
し
た
「
歴
史
文

化
基
本
構
想
」
の
実
現
に
向
け
、
保
存

と
活
用
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
事
業
運

営
に
努
め
ま
す
。
文
化
財
の
保
存
に
つ

い
て
は
、
老
朽
化
し
た
文
化
財
説
明
看

板
を
計
画
的
に
再
整
備
し
て
い
く
こ
と

で
、
指
定
文
化
財
や
埋
蔵
文
化
財
の
周

知
を
図
り
ま
す
。

　

文
化
財
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
七
ヶ

浜
町
、
利
府
町
と
共
同
で
行
っ
て
い
る

「
松
島
湾
三
町
文
化
財
展
」
を
始
め
と

す
る
展
示
を
引
き
続
き
実
施
し
、
文
化

財
を
通
じ
た
他
自
治
体
と
の
交
流
に
も

取
り
組
み
ま
す
。
平
成
29
年
度
か
ら
開

催
し
て
き
た
歴
史
講
座
「
松
島
れ
き
し

再
発
見
講
座
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
工
夫
を
凝
ら
し
た
企
画
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
わ
て
花
巻
空
港
に
延
伸
し

た
直
通
バ
ス
「
仙
台
空
港
・
松
島
・
平

泉
・
花
巻
線
」
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動

を
実
施
す
る
と
と
も
に
日
本
三
景
観
光

連
絡
協
議
会
を
始
め
と
し
た
県
外
友
好

都
市
と
の
交
流
事
業
を
継
続
し
、
広
域

観
光
の
更
な
る
振
興
を
図
り
ま
す
。

【
景
観
計
画
の
推
進
】

　

景
観
条
例
及
び
景
観
計
画
に
基
づ
く

事
前
協
議
や
届
出
制
度
に
よ
り
、
良
好

な
景
観
の
形
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

景
観
重
点
地
区
内
の
修
景
事
業
に
対
す

る
景
観
整
備
事
業
補
助
金
制
度
を
継
続

し
、
本
町
の
景
観
を
継
承
し
ま
す
。

【
文
化
遺
産
】

　

こ
れ
ま
で
養
成
し
た
ガ
イ
ド
や
整
備

し
た
説
明
看
板
な
ど
の
資
産
を
活
用
し

な
が
ら
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
松

島
ま
る
ご
と
学
」
や
各
種
講
座
の
中
で

日
本
遺
産
「
政
宗
が
育
ん
だ
“伊
達
”

な
文
化
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
町

民
自
身
が
町
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
よ

う
な
体
制
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

【
起
業
・
創
業
支
援
】

　

昨
年
８
月
に
国
に
よ
り
認
定
さ
れ
た

｢

創
業
支
援
等
事
業
計
画｣

に
基
づ
き
、

利
府
松
島
商
工
会
、
金
融
機
関
等
と
更

な
る
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
新
た
に
創

業
を
目
指
す
方
へ
の
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
地
元
商
店
街
の
活
性
化
の
た
め

の
補
助
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

【
観
光
業
】

　

一
般
社
団
法
人
松
島
観
光
協
会
を
始

め
と
し
た
各
種
団
体
や
、
仙
台
市
、
仙

台
空
港
エ
リ
ア
、
本
町
を
含
む
松
島
湾

エ
リ
ア
を
復
興
観
光
拠
点
都
市
圏
と
し
、

宮
城
県
と
と
も
に
観
光
地
域
づ
く
り
の

舵
取
り
役
と
な
る
「
地
域
連
携
D
M
O
」

と
連
携
を
図
り
、
産
業
間
の
連
携
強
化

及
び
観
光
客
の
誘
客
活
動
を
実
施
し
ま

す
。

●主な事業

外国語指導助手（ＡＬＴ）配置事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　７,５６０千円
子どもの心のケアハウス運営支援事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　３,６２１千円
学校施設・社会教育施設等長寿命化計画策定業務
　　　　　　　　　　　　　　　　２３,０００千円
教育用タブレット導入事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ８００千円
　

●主な事業

「世界で最も美しい湾クラブ」世界総会 in富山県

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３２６千円

倉敷市・塩竃市・松島町合同プロモーション事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　１,０４６千円

松島・平泉周遊関西圏プロモーション事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ８００千円
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【
消
費
生
活
の
安
定
】

　

消
費
生
活
の
安
定
と
向
上
に
つ
い
て

は
、
特
殊
詐
欺
な
ど
増
加
傾
向
に
あ
る

消
費
者
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
消
費

生
活
相
談
員
の
専
門
知
識
及
び
相
談
技

法
の
習
得
や
消
費
者
問
題
に
対
す
る
啓

発
活
動
、
高
齢
者
に
向
け
た
出
前
講
座

の
開
催
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
関
連

機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

【
企
業
誘
致
】

　

仙
台
市
内
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
「
次
世
代
放
射
光
施
設
」
を
利
用
す

る
企
業
や
研
究
機
関
を
本
町
に
誘
致
で

き
る
よ
う
、
一
般
財
団
法
人
光
科
学
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
誘
致
活
動
を
進
め
ま
す
。

【
定
住
促
進
】

　

空
き
家
バ
ン
ク
等
を
活
用
し
た
情
報

提
供
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
定

住
促
進
事
業
補
助
金
等
の
交
付
を
継
続

し
、
移
住
定
住
者
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

【
長
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定
】

　

今
年
度
か
ら
２
か
年
間
で
進
め
る
長

期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に

あ
た
り
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
等

を
通
じ
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
御
意

見
等
を
頂
き
な
が
ら
、
計
画
の
策
定
を

進
め
ま
す
。

【
行
財
政
】

　

人
口
減
少
・
超
高
齢
化
社
会
に
加
え
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
施
設
の
大

量
更
新
時
代
へ
の
対
応
を
は
じ
め
と
す

る
諸
問
題
の
克
服
に
向
け
、
社
会
保
障

費
の
推
移
や
イ
ン
フ
ラ
維
持
更
新
費
用

の
見
通
し
を
踏
ま
え
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
基
づ
く
施
設
の
適
正

配
置
と
財
政
負
担
の
平
準
化
を
図
り
、

計
画
的
な
行
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

【
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
】

　

基
幹
系
及
び
公
会
計
シ
ス
テ
ム
の

適
正
な
管
理
と
効
果
的
な
運
用
を
図

る
と
と
も
に
、
情
報
化
に
よ
る
行
政

事
務
の
効
率
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

【
広
域
行
政
】

　

仙
台
都
市
圏
広
域
行
政
推
進
協
議

会
や
宮
城
黒
川
地
方
町
村
会
な
ど
を

通
じ
て
、
自
治
体
間
で
の
活
発
な
意

見
交
換
や
情
報
共
有
を
図
り
、
広
域

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
圏
域
に
お

け
る
重
点
課
題
の
解
決
の
た
め
、
国

や
宮
城
県
に
対
す
る
要
望
活
動
等
を

継
続
し
ま
す
。

平成31年度当初予算内訳

■ 一般会計　　　　　　　　9,536,000千円

■ 国民健康保険特別会計　　1,789,752千円

■ 後期高齢者医療特別会計　　199,968千円

■ 介護保険特別会計　　　　1,812,706千円

■ 介護サービス事業特別会計　 　8,912千円

■ 観瀾亭等特別会計　　　　　  89,211千円

■ 松島区外区有財産特別会計　　 5,294千円

■ 下水道事業特別会計　　　1,976,362千円

■ 水道事業会計　　　　　　1,381,010千円

■ 合計　　　　 　　　　　16,799,215千円

　

ま
た
、
観
瀾
亭
を
含
む
町
営
施
設
の

利
活
用
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
を
含
め
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
内
の
生
産
者
と
仕
入
れ

業
者
の
交
流
の
場
づ
く
り
を
通
し
て
、

地
場
産
品
を
観
光
客
の
方
に
提
供
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
の
構
築
と
第
一
次
産

業
の
振
興
を
目
指
す
た
め
、
松
島
の
食

に
関
す
る
商
談
会
を
開
催
し
、
産
業
の

総
合
的
な
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

【
農
林
業
】

　

県
営
土
地
改
良
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
、
宮
城
県
で
引
き
続
き
進
め
る
、
幹

線
用
水
路
整
備
及
び
銭
神
第
一
排
水
機

場
の
改
修
、
並
び
に
不
来
内
排
水
機
場

の
機
器
更
新
の
早
期
完
成
に
向
け
て
調

整
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
営
農
山
漁
村
地
域
復
興
基

盤
総
合
整
備
事
業
に
よ
る
手
樽
・
磯
崎

地
区
の
ほ
場
整
備
の
補
完
工
事
を
含
め
、

農
業
農
村
整
備
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
換
地
業
務
を
本
格
的
に
進

め
る
た
め
に
農
地
の
利
用
集
積
と
経
営

体
の
育
成
及
び
支
援
に
努
め
る
と
と
も

に
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

　

産
地
づ
く
り
対
策
・
経
営
基
盤
強
化

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
需
要
に
応
じ
た

米
の
生
産
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
引
き
続

き
調
整
し
ま
す
。

　

農
業
相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

農
業
相
談
員
を
引
き
続
き
設
置
し
、
売

れ
る
農
作
物
や
新
た
な
特
産
物
栽
培
へ

の
支
援
や
新
規
就
農
希
望
者
な
ど
へ
の

協
力
も
継
続
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
経
営
基
盤
強
化
支
援
と
し

て
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
中
心
経
営
体

や
農
地
中
間
管
理
事
業
の
受
け
手
へ
の

農
地
集
積
を
推
進
し
、
農
業
経
営
の
安

定
化
と
担
い
手
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
作
物
に
お
け
る
有
害
鳥
獣

被
害
防
止
の
た
め
、
継
続
し
て
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
に
よ
る
捕
獲
活
動
を
行

い
ま
す
。

【
水
産
業
】

　

漁
港
整
備
と
し
て
、
震
災
で
地
盤
沈

下
し
た
古
浦
漁
港
の
用
地
嵩
上
げ
を
行

い
、
施
設
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
浅
海
漁
業
振
興
に
つ
い
て

は
、
松
島
産
カ
キ
の
消
費
拡
大
の
た
め

の
Ｐ
Ｒ
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
カ
キ

の
安
定
出
荷
と
安
全
性
確
保
の
た
め
の

衛
生
検
査
態
勢
の
維
持
に
対
す
る
支
援

を
継
続
し
ま
す
。
ア
サ
リ
に
つ
い
て
も

稚
貝
散
布
と
天
敵
で
あ
る
サ
キ
グ
ロ
タ

マ
ツ
メ
タ
貝
の
駆
除
作
業
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

【
商
工
業
】

　

関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
資

源
を
生
か
し
た
商
工
業
の
振
興
を
図
る

と
と
も
に
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
へ
の
支
援
と
円
滑
な
資
金
調
達
の
た

め
振
興
資
金
融
資
の
斡
旋
を
行
い
ま
す
。

【
地
産
地
消
の
推
進
】

　

地
場
産
品
の
直
売
を
行
う
「
ま
つ
の

市
」
や
「
産
業
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、

生
産
者
と
消
費
者
が
直
接
触
れ
合
う
こ

と
で
、
新
鮮
で
美
味
し
い
地
場
産
品
や

加
工
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

●主な事業

定住促進事業

　　　　　　　　　　　　　　２１,１４９千円

長期総合計画後期基本計画策定業務

　　　　　　　　　　　　　　　７,２３７千円

企業立地・誘致事業

　　　　　　　　　　　　　　　１,０５１千円
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100% 
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30% 

20% 

10% 

0% 

松島町一般会計総額 95億3600万円 

※構成比の数値は、四捨五入しているため、計の数値と合わない場合があります。 

歳  出 歳  入 （単位：千円） （単位：千円） 

依存財源
 国や県の意思により定められた額を交付
されたり、割り当てられたりする収入をい
います。
　地方交付税、国・県支出金などがこれに
あたります。

自主財源
 歳入のうち、自主的に収入できるものを
いいます。
　町税、分担金および負担金、使用料およ
び手数料などがこれにあたります。

義務的経費
 人件費や扶助費などの支出が
義務づけられ、任意に削減でき
ない経費をいいます。

一般行政経費 投資的経費
 支出の効果が資本形成に向けられ、施設
などがストックとして将来に残るものに支
出される経費をいいます。

 義務的経費や投資的経費など
を除いた経常的に支出される経
費をいいます。

補助費等
831,089（8.7%） 

繰出金 
1,618,173（17.0%） 

物件費
1,367,022（14.3%） 

町債 238,300（2.5%） 

その他（自主財源） 
2,534,474（26.6%） 

分担金及び負担金、 
使用料・手数料・ 
諸収入 331,488 

（3.4%） 

その他 
175,860（1.9%） 

普通建設事業費
2,863,250（30.0%） 

扶助費
526,700（5.5%） 

人件費

公債費
530,509（5.6%） 

その他（依存財源） 
 365,605（3.8%） 

目的別経費 
災害復旧費 

406,966（4.3%） 

教育費
581,617（6.1%） 

土木費 
3,910,487（41.0%） 

総務費
1,059,668（11.1%） 

民生費
1,680,745（17.6%） 

公債費

衛生費 
425,707（4.5%） 

その他 
10,000（0.1%） 

労働費 
50,404（0.5%） 
議会費 
116,977（1.2%） 
消防費 
298,012（3.1%） 

商工費 
182,166（1.9%） 

農林水産業費
282,742（3.0%） 

一
般
行
政
経
費

災害復旧事業費 
364,164（3.8%） 

530,509（5.6％） 

1,259,233（13.2%） 24.3
%

義
務
的
経
費

33.8
%

投
資
的
経
費

41.9
%

47.2
%

町税
1,636,277（17.2%） 

自
主
財
源

52.8 
%

地方交付税
2,974,059（31.2%） 

国県支出金
1,455,797（15.3%） 

依
存
財
源
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よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

【
総
務
課
】

▼
総
務
課
副
参
事
　
中
條
宣
之
（
水

道
事
業
所
副
参
事
）▼
総
務
課
主
査
　

早
川
和
恵
（
町
民
福
祉
課
主
査
）▼
総

務
課
主
査
　
櫻
井
健
（
町
民
福
祉
課

主
査
）

【
企
画
調
整
課
】

▼
企
画
調
整
課
主
査
　
林
な
ぎ
さ
（
総

務
課
主
査
）▼
企
画
調
整
課
主
査
　
赤

間
真
吾
　（
建
設
課
主
査
）

【
財
務
課
】

▼
財
務
課
主
査
　
齋
藤
寛
（
会
計
課

主
査
）▼
財
務
課
主
事
　
新
田
絵
理

（
企
画
調
整
課
主
事
）▼
財
務
課
特
別

滞
納
整
理
室
主
事
　
高
橋
克
征
（
町

民
福
祉
課
主
事
）

【
会
計
課
】

▼
会
計
課
主
査
　
千
葉
隆
弘
（
企
画

調
整
課
主
事
）

【
町
民
福
祉
課
】

▼
町
民
福
祉
課
主
査
　
熊
谷
賢
（
総

務
課
主
査
）▼
町
民
福
祉
課
主
事
　
佐

藤
淳
子
　（
教
育
課
主
事
）▼
町
民
福

祉
課
主
事
　
三
浦
み
ど
り
（
財
務
課

主
事
）▼
町
民
福
祉
課
主
事
　
阿
部
麗

香
　（
産
業
観
光
課
主
事
）

《
保
育
所
》

▼
高
城
保
育
所
長
　
伊
藤
か
お
る
（
児

童
館
長
）▼
磯
崎
保
育
所
長
　
石
川
ひ

ろ
み
（
高
城
保
育
所
長
）▼
高
城
保
育

所
保
育
士
　
岡
崎
彩
子
（
総
務
課
保

育
士
）▼
松
島
保
育
所
保
育
士
　
沢
田

絵
理
（
総
務
課
保
育
士
）▼
高
城
保
育

所
保
育
士
　
土
井
奈
那
（
総
務
課
保

育
士
）▼
高
城
保
育
所
技
能
主
事
　

齋
藤
弘
子
（
磯
崎
保
育
所
技
能
主
事
）

【
健
康
長
寿
課
】

▼
健
康
長
寿
課
長
　
齊
藤
惠
美
子
　

（
健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
班
長
）

▼
健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
班
長 

　

遠
藤
恵
子
（
健
康
長
寿
課
主
幹
（
保

健
師
））

【
産
業
観
光
課
】

▼
産
業
観
光
課
主
事
　
髙
橋
洵
子

（
総
務
課
主
事
）

【
建
設
課
】

▼
建
設
課
主
査
　
千
葉
浩
（
財
務
課

特
別
滞
納
整
理
室
主
査
）

【
水
道
事
業
所
】

▼
水
道
事
業
所
副
所
長
　
郷
古
智 

　

（
水
道
事
業
所
副
所
長
兼
施
設
班
長
）

▼
水
道
事
業
施
設
班
長
　
高
橋
義
明 

　

（
水
道
事
業
所
主
査
）

【
教
育
課
】

▼
教
育
次
長
　
児
玉
藤
子
（
健
康
長

寿
課
長
）▼
教
育
課
主
事
　
及
川
由

夏
（
町
民
福
祉
課
主
事
）

【
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
】

▼（
併
任
）
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
次
長
　
中
條
宣
之
（
水
道
事
業
所

副
参
事
）

○
退
職
者
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▼
磯
崎
保
育
所
長
　
阿
部
淳
子
▼
産

業
観
光
課
主
幹
　
佐
々
木
洋
美
▼
松

島
第
二
幼
稚
園
教
諭
中
澤
華
純
▼
高

城
保
育
所
保
育
士
　
吉
田
真
司
▼
松

島
第
一
幼
稚
園
教
諭
　
長
谷
川 

碧

　
○
再
任
用
採
用
職
員
（
四
月
一
日
付
）

▼
松
島
保
育
所
主
査
（
保
育
士
）
浅

野
裕
子
▼
高
城
保
育
所
主
査
（
保
育

士
）
阿
部
淳
子
▼
中
央
公
民
館
主
査

　
佐
々
木
洋
美

　 ○
新
規
採
用
職
員
（
四
月
一
日
付
）

▼
岩
淵
玲
音
　
総
務
課
主
事
▼
井
出

真
奈
美
　
総
務
課
主
事 

▼
小
幡
え

り
か
　
健
康
長
寿
課
保
健
▼
戸
井
昌

己
　
松
島
第
一
幼
稚
園
教
諭 

▼
阿
部
礼
奈
　
松
島
第
二
幼
稚
園
教

諭
（
併
）
高
城
保
育
所
分
園
保
育
士
　

▲今年度採用された新規職員

建設課　河合一成主幹　
岐阜県大垣市からの派遣
平成３０年１０月１日～
平成３１年３月３１日
主に避難道路整備を担当

建設課  加藤裕二主幹
神奈川県任期付職員として派遣
平成３１年４月２日～

復興庁職員　亀井純
復興支援専門員

平成31年 4月 1日～

建設課  齋藤正広主幹
神奈川県任期付職員として派遣
平成 31 年 4 月 2 日～

建設課　宮本正夫主幹
神奈川県任期付職員
平成２８年４月１日～
平成３１年３月３１日
主に用地買収・登記事務を担当

建設課　廣田藤一主幹
神奈川県任期付職員
平成２９年４月１日～
平成３１年３月３１日
主に避難道路整備を担当

建設課  佐々木修主幹
神奈川県任期付職員として派遣
平成 31 年 4 月 1 日～
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インフォメーション

シルバー人材センター会員募集

松島町交通安全指導員募集

今年度特定健診（４０～７４歳）を受ける方へ

30分で E-Style クラブのご案内

　今年度の総合健診は８月３０日から始まります！特定健
診に向けて、今から心と体の準備を始めませんか？
● 実施期間　平成３１年６月～８月　毎週金曜日　
 　　　　　　１０時１５分～、１１時１５分～（予約制）
● 実施場所　保健福祉センター　どんぐり（初回のみ）
　　　　　 　温水プール美遊シルバートレーニングルーム
● 対　　象　今年度特定健診を受ける予定の方
 　　　　　　血糖・血圧・中性脂肪など健診検査値の改善を目指す方
● 内　　容　
 　初回は保健師・栄養士による健康チェックやお話
　 次回からインストラクターと３０分間有酸素運動や筋力トレーニング
　 毎回インストラクターと保健師または栄養士がつきます。
● 参 加 費　シルバートレーニングルームの使用料
　 　　　　　（６５歳以上２００円、６５歳以下３００円）
● 問 合 先　健康長寿課　健康づくり班　☎３５５-０７０３

　６０歳以上の健康で働く意欲がある皆さん、シルバー人材センターの会員になって、これまでに培った知恵・技・知識を活
かして働きませんか。シルバー人材センターに入会し就業することで、自分の生きがい・健康の充実を図り、活動的なシルバー
ライフを送ることができます。
● 入会条件　町内に居住し、６０歳以上で健康で働く意欲があること
● 就業条件　・就業に伴う報酬が得ることができる　　・自分のライフスタイルに応じて就業ができる（就業は強制されません）
　 　　　　　・原則として、午前９時から午後４時までの就業、土・日・祝祭日は休み
● 仕事内容　除草作業（手取り除草・機械除草）／植木剪定作業／農作業／土木作業屋外清掃作業／屋外軽作業／屋内清掃作業／屋内軽作業／その他
　　　　　　 ※いつでも入会説明会を行っていますのでお気軽にご連絡ください

公益社団法人　松島町シルバー人材センター
〒981-0215   松島町高城字浜１番地の３
☎３５３-４５０５・FAX ３５３-４５０６
E -ma i l : m a t s u s h i m a@s j c . n e . j p
URL：http://www.sjc.ne.jp/matsushima/

( 愛称　生
き活きセンター )

チエブクロー

　交通安全指導員は、町長から任命を受け、交通秩序の

保持および交通事故防止を目的に交通安全指導を行います。

● 活動内容　街頭指導（登校出勤時間 平日のみ月４

 　　　　　　回程度）、交通安全教室、交通指導など

● 報　　酬　年報酬・出動手当支給

● 福利厚生　公務災害補償あり

● 問 合 先　総務課環境防災班　☎３５４-５７８２

ファミリー・サポート・センター会員募集について
　町では、平成２８年度からファミリー・サポート・センター
事業を実施しています。ファミリー・サポート・センターは子
育てのお手伝いをして欲しい方（依頼会員）と子育てのお手伝
いができる方（協力会員）が会員登録し、子育てをサポートす
る事業です。
　保育所や留守家庭児童学級の送迎、急用時の子どもの預かり
などでご利用できます。依頼会員、協力会員、どちらも募集し
ています。登録方法など詳しいことについては下記までお問い
合わせ下さい。
● 利用料金（活動報酬）

● 問合先　
 　ファミリー・サポート・センター事務局（松島町児童館内）　☎３５４-６８８８
　 町民福祉課こども支援班　                  ☎３５４-５７９８

１時間６００円
１時間７００円

１時間７００円

午前７時から午後７時まで
午後７時から午後９時まで

午前７時から午後９時まで

平日（月曜～金曜）

土曜・日曜・祝日
及び年末年始

報酬基準額（１人当たり）区　　　分

ノルディックウォーキング教室　参加者募集
　～ノルディックウォーキングとは～
　２本のポールを使うことで全身運動となり、持久力の向上、上
半身や下半身の筋力強化、首や肩の動きと血行を良くします。通
常のウォーキングに比べ、膝・腰等への負担が和らぐ他、エネル
ギー消費量が平均20％程度上昇します。また、継続することに
より、心肺機能の強化や血液の循環が活性化し、糖尿病や高血圧
といった生活習慣病予防にも効果があります。
●  日　時

●  内　容
　 ストレッチ、ノルディックウォーキング
　 前半は歩き方や姿勢など、ノルディックウォーキングの基本を含んだ講習会とします。
　 ポールは貸し出しいたしますので、お持ちでない方は申し込みの際にお伝え下さい。
 　＊雨天時は、屋内のプログラムになります。＊ポールは「３２４円」で、貸し出しを行います。
●  講　師　 NPO法人 日本ノルディックフィットネス協会（JNFA）インストラクター
●  その他　・動きやすい服装でおいでください。
　　 　 　　・水分補給のための飲み物（水・お茶等）を持参してください。
　　　 　 　・概ね３ｋｍ以上、自分で歩ける方が対象となります。腰痛や膝の
　　　 　 　　痛み・心臓病等で治療中の方は、主治医と相談の上ご参加ください。
●  問合先　　健康長寿課　健康づくり班　☎３５５-０７０３

５月２０日（月）５月２７日（月） 文化観光交流館前 午前１０時～１２時

申し込み期限日　　時 集合場所 時　　間 

いい       すたいる
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松島の歴史・文化・学びインフォメーション

「倉敷×塩竈×松島　観光・特産品交流フェア in 仙台駅」
が開催されます

　５月３０日（木）から６月１日（土）まで仙台駅２階ステンドグラス前にて、合同特産品フェアが開催されま
す。当イベントでは、松島ブランド認定品の商品をはじめ、塩竈市や岡山県倉敷市の特産品などを販売します。
　さらに３０日（木）のオープニングセレモニーでは、倉敷市長・塩竈市長・松島町長が各市町自慢の特産品を
先着１５０人にプレゼントします。開催期間中は、お楽しみ抽選会なども予定しておりますので、皆さんのご来
場をお待ちしております。
　詳しくは、町ホームページ・Facebook をご確認ください。
● 開催期間　５月３０日（木）～６月１日（土）
 　　　　　　オープニングセレモニー５月３０日（木）午前１０時～１０時３０分
● 出店時間　午前１０時～午後７時３０分　※ 最終日は午後７時まで
● 開催場所　JR仙台駅２階ステンドグラス前　（正面改札口前）
● 主　　催　松島町

「まつの市」＆「松フェス」同時開催
　松島町内の地場産品を直売する「まつの市」と、松島の自然と歴史をステージにした野外音楽祭「松島パーク
フェスティバル（通称：松フェス）」が同時開催されます。

けしゴムはんこワークショップ開催
　オリジナルの名前はんこを作ります。手紙・名刺
・カード・ノート・布バックなどに、はんこを押し
て楽しみましょう。
● 開催日時　６月１６日（日）午前１０時～２時間位
● 開催場所　アトレ・るHall 文化観光交流館　１階会議室
● 内　　容　消しゴムはんこ　　　
● 参加費＆定員　
　 大人　６名程度　参加費￥７００
 　子ども（小学生以上）１０名程度　参加費￥５００
　 ※子どものみで参加の場合は保護者同伴が必要です。
　 ※大人と子どもの作るはんこは異なります。
● 持　ち　物　２Ｂのえんぴつと消しゴム（大人の方は彫りたいイラスト持参でもＯＫです。）
● 申込開始日　５月１日より受付
● 講　　　師　けしゴムはんこＴＯＭ☆
● 申込先・問合せ　松島町文化観光交流館　☎３５５-０１５５（午前９時～午後５時）
　 　　　　　　　　※月曜日は休館日 (但し月曜日が祝日の場合は翌日が休館）

はんこサイズ：４０mm×４０mm・３０mm６０mm・１５m×６０mm
　　　　　　　３種類のうちいずれか（大人用のみ）

▲子ども用サンプル画像 ▲大人用サンプル画像

日　　　時

イベント名

場　　　所

そ  の  他

問  合  先
松島パークフェスティバル実行委員会                                              
（事務局）松島町松島字三十刈２６-２１
松島プチホテルびすとろアバロン　　　　　 

E-mail：info@parkfes.com
U R L：www.parkfes.com/　

産  業  観  光  課
産  業  振  興  班
☎３５４-５７０７

ゲスト：稲垣潤一、
　　　　柴田三兄弟、など

ゲスト：坂本サトル、
　　　　伊藤洋平、など

ゲスト：吉川忠英、
　　　　ティーナ・カリーナ、など

石田沢防災センター 松島中央桟橋出航予定

松島海岸エリア１５ステー
ジ（五大堂周辺、グリーン
広場、松島ヨットハーバー
ほか）

瑞巌寺

午後６時
～午後８時

午前１０時３０分
～午後５時３０分

午後６時
～午後８時

午前１０時
～午後４時

午前１０時３０分
～午後３時

５月２５日（土） ５月２６日（日）

本祭 瑞巌寺本堂ライブ

－

第５回松島パークフェスティバル
まつの市

松島湾ライブクルーズ前夜祭

　　　　　　工業統計調査は我が国の工業の実態を明ら
　　　　　かにすることを目的とした統計法に基づく報
　　　　　告義務がある重要な統計です。
　　　　　　調査結果は中小企業施策や地域
振興などの基礎資料として利活用されます。
　調査時点は２０１９年６月１日です。
　調査票へのご回答をお願いいたします。
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インフォメーション

マリソル松島スポーツクラブ

● 問合先　松島運動公園内事務所　〒981-0215　宮城県宮城郡松島町高城字動伝一、３４-１
　 　　　　　☎ ０２２-７８１-６３２０  FAX ０２２-７８１-６３２１　E-mail  marysol@lilac.ocn.ne.jp
　 　　　　松島町Ｂ＆Ｇ海洋センター内事務所　〒981-0215　宮城県宮城郡松島町高城字浜１-１
　 　　　　　☎ ０２２-３５３-３６８８  FAX ０２２-３５３-３７１３　E-mail  mbgmarysol@dune.ocn.ne.jp
　 　　　　松島フットボールセンター内事務所　〒981-0211　宮城県宮城郡松島町手樽字大蓬沢１３-１
　 　　　　　☎ ０２２-３５４-６７９７  FAX ０２２-３５４-５７７０　E-mail  marysolmatsushima@ybb.ne.jp
 ● ホームページ　http://www7b.giglobe.ne.jp/marysol-matsushima/

２０１９年工業統計調査を実施します

海洋センターだより
・施設利用料金等のご案内（※時間区分につきましては、準備や片づけの時間を含みます。）

※体育館につきましては、室内用シューズを持参してください、土足は認めません。
※体育館につきましては、基本的に毎月第３日曜日を町民無料開放日、毎週土曜日を小中学生無料開放日となっております。

● 利用時間　【午前】午前９時～１２時 　【午後】午後１時～午後５時　【夜間】午後５時～午後９時
● 問 合 先　松島町B＆G海洋センター内事務所　☎３５３-３６８８

区分：時間区分
町民の方

町外の方

備　　考

※照明代は別途徴収

③【町民グラウンド】 　　 午　　前

０円

３１００円

　　　午　　後

０円

３１００円

　　　夜　　間

０円

３１００円

全日：午前６時～午後５時

０円

６２００円

区分：時間区分

アトレる

多目的運動場

屋根付き

屋根付き照明

屋根なし

備　　考

※町外の方は料金２倍

②【アトレる　多目的運動場】 　　 午　　前

１時間　２００円

１時間　１００円

１時間　１００円

　　　午　　後

１時間　２００円

１時間　１００円

　　　夜　　間

１時間　２００円

１時間　１００円

区分：時間区分

体育館

体育館照明

会議室

会議室暖房

貸し切り

貸し切り以外

貸し切りの場合のみ

備　考②備　考①

※夜間は保護者同伴

※町外の方は料金２倍

①【Ｂ＆Ｇ海洋センター】 　　 午　　前

１４００円（７００円）

１人　５０円

１人　１００円

１時間　２００円（１時間　１００円）

５００円

１時間　１００円

　　　午　　後

２０００円（１０００円）

１人　５０円

１人　１００円

６００円

　　　夜　　間

２８００円（１４００円）

１人　１００円

１人　２００円

８００円

全面（半面）

小中学生

一般

全面（半面）

総務省・経済産業省・都道府県・市区町村

● 主　催　松島の歴史と伝説－語り部の会
● 開催日　４月２７日（土）・５月４日（土）の２日間
● 開催時間　午前１１時３０分
● 開催場所　水主町民家（円通院向かい）
● 問合・申込先　事務局　佐々木・色川（円通院内）
　 　　　　　　　☎３５４-３２０６

～松島の歴史と伝説～
語り部の会主催  大型連休特別企画「寺町放話」開催

瑞巌寺住職　吉田道彦老大師

月会費
３,０００～４,５００円

入会金時　間
１７：３０～

練習日
火・木・金

対象者
小学生

クラブ名
サッカー（ジュニア）

月会費
１回３００円
１回５００円

入会金時　間
１４：００～２ｈ
１０：００～１ｈ

練習日
第１・２・３木

金

対象者
大人
大人

クラブ名
太極拳
水中運動

月会費
３,５００円
３,５００円 

入会金時　間
１９：００～２ｈ
９：００～２ｈ
９：００～２ｈ

練習日
水
土

土または日

対象者
小４～中学生

幼児年長～小学生
幼児年少～年長

クラブ名
バドミントン
テニス

キッズサッカー

３,５００円 

工業統計キャラクター・コウちゃん

会　員　募　集　中

指導員・スタッフも募集中
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まちの話題

松島の歴史・文化・学びまちの話題

松島町消防団長・副団長をご紹介します
　４月１日、松島町役場で松島町消防団長、副団

長の任期満了 (２年間）に伴う辞令交付式が執り

行われました。内海　宏団長と近藤幸一副団長の

留任に加え、1名欠員となっていた副団長に身崎

恵一氏（前第一分団長）が新たに任命されました。

　町民の皆さんの生命・財産を火災や災害から守

るため、今後も内海団長を中心に、総勢２１０名

で日々活動してまいります。 

町長より感謝状が贈呈されました

▲町長より池田成美さんに感謝状が手渡されました

　池田成美さん ( 前隊長 ) が平成３１年３月末で

松島町交通安全指導員を退任するにあたり、櫻井

町長から感謝状が贈呈されました。池田成美さん

は昭和４９年４月に交通安全指導員に任命され、

４５年間という大変長い期間にわたり松島町の交

通安全普及にご尽力いただきました。　

松島町交通安全指導員の
新体制をご紹介します

▲左から髙橋久夫班長、赤間和宏班長、
　澁谷直樹隊長、髙橋和男副隊長、櫻井靖副隊長

　４月１日、松島町役場で交通安全指導員の隊長

・副隊長・班長の辞令交付式が執り行われ、隊長

に澁谷直樹氏、副隊長に髙橋和男氏・櫻井靖氏、

班長に赤間和宏氏・髙橋久夫氏が任命されました。

澁谷隊長を中心とした新体制（総勢１６名）より、

街頭指導や交通安全教室など各種交通安全活動を

行ってまいります。

▲左から近藤幸一副団長、内海　宏団長、身崎恵一副団長

 新聞スクラップを提供していただきました！
　町内（根廻）にお住まいの遠山善治さんから、

平成の時代３０年間分の松島の出来事が掲載され

た新聞スクラップを提供していただきました。提

供いただいた貴重な資料は、大切に使わせていた

だきます。

▲新聞スクラップを提供いただいた遠山善治さん
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≪話題の本≫

本 の 宝 箱　（図書室からのお知らせ）

　「お金をかけずに幸せになる」ベルリンでの生活。

　亡くなってから、少しずつ理解できるようになった母との確執。それを

越えて、気づいた「書くこと」の原点。

　シンプルで、丁寧に暮らす作家の日々を綴ったエッセー。『食堂かたつ

むり』や『ツバキ文具店』など、希望と再生の物語を紡ぎ続ける、小川糸

の素顔がここにある。

《ブックラリーのお知らせ》
　お子さん向けに、春のブックラリーを５月２６日
（日）まで実施しています。
※図書室の本を読んでスタンプ 10コ集めると、ぷ
ちプレゼントがもらえます！まだ間に合うのでチャ
レンジしよう♪

《開館日・開館時間・休館日について》
○ 平　日　　　　午前１０時～午後６時
○ 土・日・祝日　午前１０時～午後４時
○ 休館日　月曜日、月曜日が祝日の場合は翌日
　 　　　　今月は、７日、１３日、２０日、２７
　 　　　　日が休館です。
○ 問合先　勤労青少年ホーム  ☎３５４-４０３６

「　針と糸　」　　　小川　糸　著

《一般書の新着本》
「　童の神　」

「　草々不一　」

「　雨降る森の犬　」

「　昨日がなければ明日もない　」　

「　払ってはいけない　」

「　子どもがどんどん食べる野菜レシピ　」

今村　翔吾　著

朝日　まかて　著

馳　　星周　著

　宮部　みゆき　著

荻原　博子　著

　笹木　靖司　著

交通新聞社　編

浜野　卓也　文

《児童書の新着本》
「　でんしゃのまるさんかくしかく　」

「　伊達政宗　独眼竜の挑戦　」

まちの話題

　 　 行政相談委員に濵田敏幸さん　 松島空手　大活躍！
　　　　　　　　　４月１日付けで総務大臣より行政相談委
　　　　　　　　員に濵田敏幸さんが委嘱されました。
　　　　　　　　　行政相談委員は、国の仕事をはじめ、独
　　　　　　　　立行政法人・特殊法人（国立大学・国立病
　　　　　　　　院・郵便局など）等の仕事についての苦情
　　　　　　　　や意見・要望を受け付け、皆さんと役場と
の間に立ってその解決の手助けをします。
　相談は、無料で秘密は守りますので、お気軽にご相談くだ
さい。
● 問合先　松島町高城字城内二３５　☎３５４-２４６３

　３月２３日（土）東京武道館にて第３４回
全日本少年少女空手道選手権大会が行われ、
小学４年生女子の部にて松島第一小学校　
菅原青海（すがわらうみ）さんが３位入賞を
果たしましたので、ご報告します。

※ここで紹介している本は、新しく受け入れたものの一部です。

　 　  埼玉県滑川中学校から寄付金をいただきました
　滑川中学校の皆さんから
４月３日に寄付金をいただ
き、昨年から災害派遣職員
として任務いただいている
埼玉県滑川町の鹿沼主事か
ら町長へ手渡されました。
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松島の相談窓口
相談事業 日　時 場所・主催 対　象 内　容　等　 問　合　先

こころの相談
(予約制)

青年期ひきこもり家族会
（申し込み制）

塩釜保健所管内に居住
する方

こころの問題を抱えた本人や
家族の相談

アルコールや薬物の問題を抱
えた本人や家族の相談

塩釜保健所疾病対策班
☎363-5504

塩釜保健所母子・障害第二班
☎365-3153

ひきこもりや、思春期の心の問
題を抱えた本人や家族の相談

ひきこもり・思春期
こころの相談
(予約制)

5月8日(水)・22日(水)
午前9時30分～
午前11時30分

5月14日(火)
午後1時30分～午後4時30分

5月15日(水)
午後1時～午後4時

5月21日(火)
午後1時30分～午後4時30分

5月9日(木)
午後1時30分～午後5時

5月16日(木)
午後1時30分～午後5時

ＨＩＶ・クラミジア抗体検査、
肝炎検査、梅毒抗体検査、
骨髄バンク登録受付(予約制)

検査実施日の前日までに予約
をお願いします。
検査は原則無料です。

女性の健康相談
女性で健康や身体の

不調、育児などにお悩みの方

県内在住で、ひきこもりなどの
悩みを持つ家族の方

ひきこもりなどの悩みを持つ方
への関わり方、支援方法などの
グループワークや講義など（お
茶代など実費負担あり）

宮城県ひきこもり地域支援センター
☎ 0229-23-0024

5月11日(土)
午後2時～午後4時

5月9日(木)
午後1時～午後3時

多重債務問題、離婚問題、相
続問題など。相談は無料で秘
密厳守します。

企画調整課
 ☎354-5702

学校不適応に関する悩みなど
について

人権擁護について

行政相談について

消費生活相談について

町民福祉課福祉班
☎354-5706

企画調整課 
☎354-5702

産業観光課産業振興班
☎354-5707

町民福祉課福祉班
☎354-5706

宮城県総合教育センター
不登校相談ダイヤル
☎784-3567

もみの木教室
☎354-2041
教育課学校教育班
☎354-5713

教育課学校教育班
☎354-5713

生活保護に関する相談

特別支援学級などに関する相談

健康長寿課健康づくり班
(保健師・栄養士)
☎355-0703

育児・遊び・しつけなどに関する相談

高齢者の介護・生活などに関
する相談

地域包括支援センター
☎354-6525

町民福祉課　こども支援班
☎354-5798

児童館　☎354-6888

健康に関する相談

弁護士による無料
法律相談(予約制)
弁護士　小川真儀

役場会議室
町　民

1人原則30分

人権なんでも相談

行政相談

消費生活相談

生活保護相談
(予約制)

不登校電話相談

就学指導相談

役場会議室

町　民

保護者など

児童生徒・保護者など

役場会議室

役場２階

宮城県総合教育
センタ－

もみの木教室
（まつしま心のケアハウス・
手樽地域交流センター内）

健康電話相談

育児電話相談

高齢者に関する
電話相談

保健福祉センタ－
どんぐり

保健福祉センタ－
どんぐり

宮城県精神保健福祉センター
2階（デイケア室）

がんなんでも相談 どなたでも
がん患者さんやそのご家族に対する相談や
情報提供など（電話相談、面談相談：予約制）

宮城県対がん協会
☎263-1560

平　日
午前9時～午後4時

宮城県がん
総合支援センター

多賀城市役所

塩釜保健所

児童館
役場1階

町　民

5月10日(金)
6月14日(金)

午前10時～午後5時

5月7日(火)
6月5日(水)

午前10時～午後3時

５月9日(木)・23日(木)
午前10時～午後3時

平　日
午前9時～午後4時

平　日
午前9時～正午

（学校休業日を除く）

平　日
午前8時30分～
午後5時

平　日
午前8時30分～
午後5時

平　日
午前9 時～午後5時

宮城県女医会女性の健康相談室
☎ 090-5840-1993

塩竈市
市民交流センター

女性の健康について女性医師が相談を
お受けします。（完全予約制・無料）

全国一斉人権なんでも相談
　様々なトラブルや、人権に関する相談について、人権擁護委員が相談に応じます。ひとりで悩まずに、人権擁
護委員にお気軽にご相談ください。相談は無料です。秘密は守られますので、安心してご相談ください。
● 日　時　６月５日（水）午前１０時～午後５時（相談受付は午後４時まで）
● 場　所　松島町役場会議室
● 問合先　町民福祉課福祉班　☎０２２-３５４-５７０６
　　　　

松島の歴史・文化・学び松島の相談窓口

アルコ－ル・薬物相談
(予約制)

松島町社会福祉協議会
相談支援事務所

☎090-1497-0552

障害者（児）一般相談
（委託事業）

身体・知的・精神など
障がいのある方やそのご家族

福祉サービス利用などに係る
相談提供などの援助相談

平　日
午前9時～午後5時

松島町
社会福祉協議会
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歯科休日診療

休日・急患診療のご案内

診療場所                    診療日                      受付時間           診療科目

18:30～21:30

● 問合先　松島病院　　　　　　　　松島町高城字浜1-26　 ☎３５４-５８１１
    　　　　塩釜地区休日急患診療センタ－　塩 釜 市 錦 町 7 - 1 0　 ☎３６６-０６３６

松島病院

塩釜地区

休日急患

診療センター

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12月31日～1月3日）

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12月31日～1月3日）

土曜日（休日に当たる日を除く）

内科・小児科

昼夜間               内科

8:45～11:30

13:00～16:30

 小児科

（１５歳まで）

4月28日
4月29日
4月30日
5月  1日
5月  2日
5月  3日
5月  4日
5月  5日
5月  6日
5月12日
5月19日
5月26日

（ 日 ）
（ 月 ）
（ 火  ）
（ 水 ）
（ 木 ）
（ 金  ）
（ 土 ）
（  日 ）
（ 月  ）
（  日 ）
（  日 ）
（  日 ）

きくちデンタルクリニック
わかば歯科クリニック
森の風歯科クリニック
こぐえ歯科クリニック
ささき歯科クリニック
ファミリア歯科
なかよしデンタルクリニック
ABEデンタルオフィス
玉 川 歯 科 医 院
みや歯科クリニック
じ ん 歯 科 医 院
せいの歯科医院

塩 釜 市 庚 塚 3 0 - 8 2
利府町加瀬字石切場1-1ヨークタウン利府野中内
多賀城市高崎3 - 1 1 - 2 2
塩 釜 市 旭 町 1 8 - 1 1
多賀城市中央１-16 - 17
宮城郡松島町高城字町147-6
多賀城市八幡１ - 2 - 1 8
宮城郡松島町高城字町151-4
塩 釜 市 玉 川 2 - 6 - 9
塩釜市海岸通10-1　三晴ビル2F
多 賀 城 市 明月 1 - 4 - 1 2
多賀城市東田中2-40-32-102

☎ ３６１-３３６８
☎ ７６７-５６７９
☎ ３０９-１８５５
☎ ３６５-３７２８
☎ ３８９-１７７７
☎ ３５５-６８６０
☎ ３６６-８２４１
☎ ３５３-９９８０
☎ ３６６-５１５５
☎ ３６１-５８１０
☎ ３６６-８４６１
☎ ３６５-００９９

くらしの情報

くらしの
情報

５月の納期限

ポリテクセンター宮城　
―７月入所受講生募集のご案内―

● 募集科
　 ＜多賀城実習場＞
（１）電気・通信施工技術科（15人）
（２）ビル設備サービス科（18人）
（３）住宅リフォーム科（18人）
（４）住宅建築工事科（7人）
（５）生産情報ネットワーク技術科（30人）
＊全コース託児サービスが利用できます。
● 受講料　無料　
 　 　　　（テキスト代及び作業服などは自己負担）
● 訓練期間　６か月 （７月４日（木）～
　　　　　　  令和２年１月１０日（金））
● 募集期間　
　 ４月２３日（火）～６月１３日（木）
　 居住地を管轄するハローワーク（公
 　共職業安定所）を通じ申込み下さい。
● 入所選考日　6月21日（金）
● 問合先　ポリテクセンター宮城　訓練課
 　＜多賀城実習場＞　☎０２２-３６２-２４５４

国民健康保険被保険者証
兼高齢受給者証の交付について

　国民健康保険加入者で今月７０歳に
なる方（昭和２４年５月２日～昭和
２４年６月１日生まれ）へ、高齢受給
負担割合が記載された国民健康保険証
を郵送します。
　なお、現在お持ちの被保険者証につ
いては、有効期限が過ぎましたら各自
破棄していただきますようお願いしま
す。
● 発送日　５月１６日（木）
● 問合先　町民福祉課町民サービス班
 　　　　　☎３５４-５７０５

● 問合先
　 住まいの復興給付金事務局コールセンター
 　☎０１２０-２５０-４６０
 　☎７４５-０４２０

陸上自衛隊東北方面音楽隊　
第４２回青少年コンサート

● 場　所　仙台銀行ホール イズミティ２１
● 日　時　７月６日（土）
 　　　　　午後１時３０分～午後３時３０分
● 入場料　無料（要入場券）
● 応募要領　往信はがきの表面に郵便番
　 号・住所・氏名を、裏面に下記事項を
 　もれなく記載した上でご応募ください。
　 ①郵便番号・住所、②氏名・年齢・性別、
　 ③電話番号、④人数（１名又は２名）
 　※住所の記載漏れ等ありますと抽選結
　 果を返信できません。
　 〒９８３-８５８０（住所不要）東北
 　方面総監部広報室　「音楽演奏会」係
　 厳正な抽選のうえ、返信はがきで結果
 　をお知らせいたします。
● 応募〆切　６月７日（金）必着
　 ※返信はがきの表面にご自身の郵便番
 　号、住所、氏名を忘れずに書いてくだ
　 さい。住所の記載もれ等ありますと抽
 　選結果を返信できません。
● 問合先　東北方面総監部広報室
　 東北方面隊ＨＰ（「東北方面隊」で検索）
　 ☎０２２-２３１-１１１１
　（内線２３７３・２３７４）

　町税などは便利で納め忘れのない口
座振替を推奨しております。
● 納期限　５月３１日(金)
● 固定資産税　　　１期
● 国民健康保険税　２期(暫定)
● 軽自動車税　　　全期
● 問合先
　 町税について　　
 　財務課税務班　☎３５４-５７０３
※納税通知書等については、元号を一
　部平成で表記しておりますが、改元
　後も有効になります。

住まいの復興給付金申請相談会

● 日　時　①５月１９日（日）
 　　　　　②５月２５日（土）
 　　　　　両日とも午前１０時～午後４時
● 場　所　①石巻市役所５階市民サロン前
　　　　　 ②気仙沼中央公民館３階　会議室 3・4
● 対　象　東日本大震災で所有していた
 　住宅が被害に遭われた方で、消費税率
 　８％引き上げ（２０１４年４月１日）
 　以降に、新たに住宅を建築・ 購入また
 　は補修（工事費が税抜き１００万円以
 　上）し、その後居住している方。

陸・海・空自衛官候補生
● 応募資格　１８歳以上３３歳未満
● 受付期間　受付は年間を通じて行っております。
一般曹候補
● 応募資格　１８歳以上３３歳未満
● 受付期間　３月１日（金）～５月１５日（水）
● 試験日　一次試験：５月２５日（土）
技術海及び空幹部 
● 応募資格　大卒以上の者で、応募資
 　　　　　　格に定められた学部等を
　 　　　　　卒業後２年以上の業務経
　 　　　　　験のある者
 　　　　　※詳しくは石巻地域事務所
　 　　　　　にお問い合わせください。
● 受付期間　４月１９日（金）～５月２４日（金）
● 試験日　６月２４日（月）
技術海及び空曹 
● 応募資格　２０歳以上で国家免許資格取得者等
 　※詳しくは石巻地域事務所にお問い合わせください。
● 受付期間　４月１９日（金）～５月２４日（金）

自衛官募集

　宅地建物取引に関する様々な困りごと
悩みごとの相談はもちろん、不動産に関
する疑問や知りたいこと等がございまし
たらお気軽にご利用ください。
● 日　時　５月１５日(水)
　 　　　　午後１時３０分～午後３時３０分
● 会　場　文化観光交流館「会議室１」
● 料　金　無料
● 問合先　
　 公益社団法人　宮城県宅地建物取引業協会　塩釜支部
　 宮城郡利府町中央３丁目１５-４
　 ☎０２２-７６７-３１５６

不動産無料相談会

● 試験日　６月２１日（金）
● 問合先
 　自衛隊宮城地方協力本部　石巻地域事務所　
　 宮城県東松島市赤井字鷲塚１-６
  （☎・ＦＡＸ　０２２５-８３-６７８９）
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Appalachian Air
　Appalachian Mountains（アパラチア山脈）は、カナダとアメリカ合衆国の東北部に延びる大きな山脈です。
　昨年の7月にアパラチア山脈のあるアメリカ合衆国・ノースカロライナ州からやって来たStefan国際交流員
のコラムです。

ア　　　パ　　　ラ　　　チ　　　ア　　ン　　　　エ　ア　ー

ステフィン

⑰外見では分からない多様性

　We’re down to less than 500 days before the 
2020 Tokyo Olympics and Paralympics. It’s 
important to use the soccer tournament being 
held in Miyagi’s Rifu Town as an opportunity 
to reconsider our own understanding of diversity 
so that we can act with hospitality and kindness 
towards sightseers and our own neighbors.
　There are a few different observances in 
May, but one that has been gaining publicity in 
recent years is The International Day Against 
Homophobia, Transphobia, and Biphobia 
(IDAHO) on May 17th. This day is observed to 
help raise international awareness for the 
rights and rights violations of the LGBT 
community, which transcends nationality, 
race, and language. May 17th was chosen to 
commemorate the day in 1990 when the WHO 
decided to remove homosexuality from its 
International Classification of Diseases list.  
　IDAHO was first observed in 2005, but 
because there are many different gender 
identities, which are different than biological 
sex, and sexual orientations included under 
the LGBT umbrella the name was changed in 
2009 to improve transgender awareness. A 
new plan, supported by 300 NGO’s from 75 
countries and 3 Nobel Peace Prize winners, 
was launched and on May 17th, 2009 France 
became the first country in the world to 
remove ‘transgender’ from its list of mental 
illnesses. According to some studies, up to .6% 
of the population is transgender. This means 
that about 6 in 1000 people is transgender.

　Even though it is said that up to 10% of the 
population belong to a sexual minority (if you 
apply this to Matsushima’s population it would 
be 1,412 people), many countries in the world 
do not recognize same-sex marriage, and 
homosexuality has been criminalized in many 
places. Including 32 of these, IDAHO events 
have taken place in 132 countries. Awareness 
events last year were held even in Sendai, so if 
you see any booths please be sure to stop by!

　２０２０年東京オリンピック・パラリンピック
の開催まで５００日を切りました。宮城県では利
府町でのサッカー競技実施をきっかけに、観光客
の方にも身近な人にも、おもいやりを持っておも
てなしをするために、外見では分からない多様性
について理解することが大切になってきます。

　５月の記念日はいくつかありますが、近年人気
が上がった一つは、１７日の「LGBT 嫌悪に反対
する国際デー」です。日本でも LGBT（性的マイ
ノリティ）という言葉を耳にする機会が増えてき
たと思います。国籍、人種、言語を越える LGBT
コミュニティの権利や権利侵害について、国際的
な認知度が向上するよう、この記念日が祝われて
います。１９９０年の同日、WHO（世界保健機
関）により、同性愛が精神疾患一覧から除外され
たことを記念するため、LGBT 嫌悪に反対する国
際デーを５月１７日としました。

　LGBT 嫌悪に反対する国際デーは２００５年に
最初に祝われましたが、LGBT にあてはまる、性
自認（生物学的な性と異なり、性別に関する自己
認識が異なること）や性的指向はいくつかありま
すし、トランスジェンダーの認知度を上げるため、
「LGBT 嫌悪に反対する国際デー」が２００９年
に現在の名前に変わりました。同年には７５か国
にある３００団体の NGO組織や、３人のノーベ
ル賞受賞者の支援により、新しいプランが立てら
れ、フランスでは５月１７日に世界で初めて国と
して精神疾患一覧からトランスジェンダーを除外
しました。ある統計によって、トランスジェンダ
ーの人達は人口の０.６％を占めていると言われて
います。１,０００人に６人がトランスジェンダー
ということになります。
　人口の１０％が性的マイノリティだと言われて
いますが（松島町の人口で例えると１,４１２人）、
様々な国では同性結婚はまだ認められておらず、
違法となっています。そういった国の中の３２か
国を含め、LGBT嫌悪に反対する国際デーが１３２
か国で祝われています。昨年、啓発活動は仙台で
も行われましたので、今年ブースを見たら、ぜひ
立ち寄ってみてください！

松島の歴史・文化・学び松島の文化・歴史・学び
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ジュニア・リーダー奮闘中！Vol．２７
　３月２３日と２４日にジュニア・リーダー初級研修会
を松島町文化観光交流館で開催しました。両日ともに、
現役ジュニア・リーダーが講師となり、集団で楽しめる
ゲームやダンス講習、危険予知訓練などリーダーとなる
ための役割と責任を学びました。また、キャンプに欠か
せないカレーライス作りや海岸周辺を歩いて問題を解い
ていくウォークラリ
ーなども行い、これ
から活躍していける
よう研さんを積みま
した。
　１４人の仲間を新
たに迎え、今年度も
楽しく・元気よく活
動します！

未来（あした）への道1000㎞
縦断リレー2019

　今年も７月２４日（水）から８月７日
（水）までの１５日間、青森から東京までラ
ンニングと自転車で東日本大震災の被災地
を縦断するリレーを開催します。たすきを
つなぐリレーを通じて東日本大震災の記憶
の風化を防ぐとともに被災地との絆を深め
ます。７月３０日（火）は松島町文化観光
交流館会場で「ふれあいランニング」を実
施します。ぜひご参加ください。
● 参加申込期間　
 　４月２４日（水）～５月２８日（火）
　 ※参加無料／詳細はHPで http://www.1000km.jp
● 参加者事務局情報
 　未来（あした）への道 1000km縦断リレー 2019参加者事務局
　 ☎０３-３４５１-６１０７　Mail：info@1000km.jp
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第２次 狂犬病予防注射集合接種のお知らせ
　生後９１日以上の犬（室内飼育も同様）は、毎年４月１日から６月３０日までの間に狂犬病予防注射の接
種が義務付けられています。第２次狂犬病予防注射集合接種を下記により実施しますのでお知らせいたしま
す。
● 日　時　５月１２日（日）　午前９時３０分～午前１０時３０分
● 場　所　文化観光交流館（アトレ・る Hall）西側駐車場
● 料　金　注射料金　　１頭　３,１００円（内訳：注射料２,５５０円＋注射済票交付料５５０円）
　 　　　　※動物病院で狂犬病予防注射を受ける場合は、料金が異なります。
　　　　　 新規登録料　１頭　３,０００円（犬の生涯に１度の登録手続きが必要となります）
● 注　意　・「お知らせハガキ」裏面の問診欄を確認し、飼い主の署名をしてご持参ください。
　　　　 　・会場は混雑しているため犬が興奮します。会場には犬を制御できる方が連れてきてください。
           　　・事故防止のため首輪等をしっかり締め、リードの紐を短く持ちましょう。
● 問合先　総務課環境防災班　☎３５４-５７８２

「全国瞬時警報システム（Ｊアラート）の全国一斉情報伝達訓練」を実施します
　この放送は、消防庁が地震・津波や武力攻撃などの情報を防災行政無線により確実に国民へ伝達するため
に実施する試験放送です。一斉訓練放送は年４回行います。
　第１回訓練は５月１５日（水）です。ご協力をよろしくお願いいたします。
※実際の災害と間違えないようにご注意ください。
訓練の概要
● 日　　時　平成３１年５月１５日（水）　 午前１１時００分ころ
　　　　　　（第２回訓練：８月・第３回訓練：１２月・第４回訓練：２月の予定です。）
● 放送内容　「開始のチャイム」
　　　　　　 「これはＪアラートのテストです」　×　３回
　　　　　　 「こちらは、ぼうさいまつしまこうほうです」
　　　　　　 「終了のチャイム」
 　　　　　　なお大規模災害が発生した場合などは、放送を中止する場合があります。
● 備　　考　今回の一斉訓練放送とは別途に、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）の機器点検放送を月１
　 　　　　　回実施しています。
● 実施時期　第４水曜日～第４金曜日の間に１回（午後２時から午後３時）
● 問 合 先　総務課環境防災班　☎３５４-５７８２

有害鳥獣の駆除を実施します
　水稲植え付け後の踏みつけ防止のため、カラス・カルガモ等の有害鳥獣の実弾による駆除を５月３０
日・３１日の２日間、町内全域で早朝日の出から日没まで実施いたします。
● 問合先　産業観光課産業振興班　☎３５４-５７０７

春の交通安全町民総ぐるみ運動
● 運動期間　５月１１日（土）～５月２０日（月）までの１０日間
　上記期間中、全国一斉に「春の交通安全運動」が展開されます。町でも警察や各種交通安全団体と連携し、
交通安全教室や街頭での指導を行うとともに、高齢者へ向けた啓発品配布並びに町内全域へ向けた交通安全
広報活動を実施します。
【全国重点目標】
　① 子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
　② 自転車の安全利用の推進
　③ 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　④ 飲酒運転の根絶
　⑤ 歩行者の交通ルール･マナーの遵守の徹底
　　 ～歩行者も交通ルールを守りましょう。自分で防げる事故もある～
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あなたの周りは大丈夫？
今すぐブロック塀等の点検を！
　危険なブロック塀等を放置せず、安全な塀であるか
を点検し、危険と思われるときは、町の助成事業を活
用し安全・安心なまちづくりにご協力をお願いします。
①ブロック塀等除却事業
　● 対　　象　町内の道路に面して設置されたブロッ
　　 ク塀のうち高さ１ｍ以上で、町の調査の結果危険
　　 と判定されたものを除却するもの（擁壁上の場合
　　 は高さ０．６ｍ）
　● 補　　助　除却面積に１㎡あたり４,０００円を乗
　　 じた額（限度額：１５万円）
　● 募集件数　１０件（申込順）
②生垣等設置事業
　● 対　　象　ブロック塀等除却事業の実施箇所に、生
　　 垣・フェンス・板塀等の軽量の塀を設置するもの
　● 補　　助　設置に要する経費の３分の１
　　 （限度額：設置延長に１ｍあたりの限度額４,０００
　　 円を乗じた額又は１０万円のいずれか低い額）
　● 募集件数　１０件（申込順）
【問合先】建設課管理班　☎３５４-５７１５

わが家は地震に大丈夫？
　昭和５６年５月以前に建てられた住宅は、強い地
震で倒壊する危険があります。補助制度を利用して、
まず「耐震診断」そして「耐震改修」を行い、地震
に強い住宅にしましょう。
①木造住宅耐震診断助成事業
　専門家を派遣して住宅の耐震診断を行い、耐震補
強が必要な場合は改修計画案を作成します。
　● 対　　象　昭和５６年５月３１日以前に着工さ
 　　れた木造戸建て住宅
　● 補　　助　１４０,０００円を助成します。
　　 耐震診断には１４８,３００円かかるため、自己
　　 負担額は８,３００円。（延べ床面積が２００㎡
　　 をこえる場合は割増）
　● 募集件数　　３件（申込順）
②木造住宅耐震改修工事助成事業
　● 対　　象　町の耐震診断助成事業の結果耐震性
　　 が不十分とされた住宅で、改修計画に基づき耐
　　 震改修工事を行う住宅または同じ場所で建替工
　　 事を行う住宅（年度内に完成するもの）
　● 補　　助　改修工事費の５分の４（上限１００
　　 万円）を助成します。改修工事以外の１０万円
　　 以上のリフォーム工事を同時に行った場合は、
　　 １０万円を上限に上乗せ補助
　● 募集件数　１件（申込順）
【問合先】建設課管理班　☎３５４-５７１５

「元号改元に便乗した詐欺に注意！！」～怪しい封書は無視しましょう！～

● 松島町消費生活相談窓口　☎０２２-３５４-５７０７
　 相談日時　毎週火・金曜日　９時～１６時３０分
● 宮城県消費生活センター　☎０２２-２６１-５１６１
　 相談日時　平日：９時～１７時　土日：９時～１６時３０分
● 消費者ホットライン　☎１８８（「いやや」と覚えてください）　　 ●法テラス　☎０５７０-０７８３７４
● 警察署相談専用電話　☎「＃９１１０」

消 費  生  活  コ  ー  ナ  ー

　元号の改元に便乗する新たな特殊詐欺に、実在す
る「全国銀行協会」を名乗りキャッシュカードを送
付させお金をだまし取る手口があります。郵送され
た封書の中には「元号改元による銀行法改正につい
て」と題する書面、「キャッシュカード変更申込書」
「返信用封筒」が同封されています。全国銀行協会
がこのような封書を送ることはありませんので返送
しないでください。詳しく知りたい方や不安に思わ
れる方は1人で悩まず相談員に相談してください。

学校給食測定結果　４月１１日（木）　現在
　放射性ヨウ素（ｌ-１３１）：不検出
　放射性セシウム（Ｃｓ-１３７）：不検出　
　放射性セシウム（Ｃｓ-１３４）：不検出
水道水測定結果　４月１１日（木）　現在
　二子屋浄水場（竹谷字鴻ノ谷地） 　放射性ヨウ素：不検出　放射性セシウム：不検出
浄水場発生土測定結果　４月１１日（木）　現在
　放射性ヨウ素：不検出　放射性セシウム（Ｃｓ-１３７）：２２Bq/kg（人体影響なし）　放射性セシウム（Ｃｓ-１３４）：不検出
● 問合先　空 気 中 放 射 線 量 測 定 結 果：総務課環境防災班　☎３５４-５７８２
　 　　　　学  校  給  食  測  定  結  果：学校給食センタ－　☎３５４-２５８３
　 　　　　水道水・浄水場発生土測定結果：水 道  事  業  所　☎３５４-５７１０

測定場所 測定日 測定高さ 測定結果

松島町役場
０.５ｍ

４月１５日（月）
１.０ｍ

０.０４８　

０.０４５　　

松島町内の放射線量測定結果
単位 :マイクロシ－ベルト（μSv／ｈ）空気中放射線量測定結果
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調査・分析
ゲートキーパー養成

地域の見守り・支え合い
相談窓口の設置

危険な場所の規制等
未遂者支援
民間団体支援

自殺に関する広報等
職場メンタルヘルス対策推進

子供の自殺予防
インターネット自殺関連対策

遺族支援
精神科医療体制整備

（％）

（６）今後どのような自殺対策が必要になると思いますか。

　回答で多かったのは「インターネットにおける自殺関連事項の対策」、「様々な悩みに対応した相談窓口の設置」、「地
域やコミュニティを通じた見守り・支え合い」でした。

～アンケートにご協力をいただき、誠にありがとうございました。～
６月号ではシリーズ２として、「松島町自死対策計画の概要」について掲載いたします。

【問い合わせ】　
健康長寿課　健康づくり班　

☎３５５-０７０３　

松島町ホームページ
「こころの体温計」

で検索

ウォーキングマップ西部編が完成しました！
　ウォーキングマップ北部編・手樽編に続き、西部編が完成しました！初原地区、桜渡戸地区、松
島地区から、３つのウォーキングコースを作成しました。松島の文化遺産や豊かな自然を感じなが
ら、ウォーキングしてみませんか？
● コース内容　★気分爽快！松島を一望コース
　 　　　　　　　松島町役場を出発し、愛宕館跡を経て、運動公園を目指します。
　 　　　　　　★旧初原をめぐるコース
　 　　　　　　　運動公園を出発し、愛宕駅を経て、初原コミュニティーセンターを目指します。
　 　　　　　　★湯ノ原・桜渡戸の史跡周遊コース
　 　　　　　　　石田沢防災センターを出発し、白坂不動を経て、桜渡戸分館を目指します。
● 配布場所　・保健福祉センターどんぐり　　・役場（産業観光課）　　・勤労青少年ホーム
　　　 　　　・アトレ・るHall（文化観光交流館）　　・B&G海洋センター　　・温水プール美遊
● 問合先　健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）　☎３５５-０７０３

▲ウォーキングマップ（表面） ▲ウォーキングマップ（裏面）
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シリーズ１

心の健康に関するアンケート調査を行いました
　松島町では、平成３０年度に第２次松島町健康増進計画（松島町健康プラン）の中間評価をの実施と併せて、自殺
対策基本法の改正に伴い、松島町自殺対策計画を策定しました。今後の心の健康づくり施策に反映させるため、町民
の皆様を対象に心の健康に関するアンケート調査を実施しましたので、結果をお知らせします。

①調査時期　平成 30年 4月～平成 30年 9月　　②調査対象　 18 歳以上の町民　　
③調査場所　松島町保健福祉センター等　　　　　④調査方法　 自記式質問紙調査
⑤回収数　男性368人 (23％)、女性 1,039 人（64％）、未回収220人（13％）計 1,627 人

～ 歳 ～ 歳 ～ 歳

～ 歳 ～ 歳 ～ 歳

～ 歳 歳以上 回答なし

（％）

そう思う

どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない

そう思わない

わからない

回答なし

こころの健康相談統一ダイヤル

よりそいホットライン

自殺予防週間・自殺対策強化月間

ゲートキーパー

こころの相談

宮城県自死対策推進センター

こころの体温計

（％）

内容まで知っている 言葉は聞いたことはある 知らない 無記入

5330

6

3
7

1
そう思う

どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない

そう思わない

わからない

回答なし

（４）つらい気持ちに耳を傾けてくれる人がいますか。
　「内容まで知っている」の回答で多かったのは、「こころの健康相談統一ダイヤル」、「こころの相談」、「よりそいホットライン」でした。

（３）相談することをためらいますか。

（２）自殺対策を知っていますか。（１） 年代別回答者割合

心の問題を抱えた時の正しい理解

ストレス対処法

周囲に助けを求めること

相手の変化と思いを受け止めること

相談窓口の設置
誰にでも起こり得る問題と認識すること

（％）
（５）どのような内容を学べば自殺予防に役立てると思いますか。

　回答で多かったのは「ストレス対処法」、「心の問題を抱えた時の正しい理解」「誰にでも起こり得る問題と認識すること」でした。

（％） （％）
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「高齢者世帯等・障がい者（児）外出支援事業」のお知らせ
　　松島町では高齢者世帯等、重度障がい者（児）の方を対象に外出支援事業を実施しています。
　事業の実施内容は下記のとおりです。ご不明な点がありましたら、下記の問合せ先までご連絡ください。

１．障がい者（児）外出支援事業
● 目　的　在宅で生活する重度障害者 (児 ) の外出時の経済的負担を軽減し、社会参加を支援する
● 対　象　平成３１年１月１日までに手帳または受給者証の交付のある方
　　　　　（入院中及び施設入所中の方は対象外となります。）
 　　　　　①身体障害者手帳１級または２級保持者
 　　　　　②療育手帳「Ａ」保持者
 　　　　　③精神保健福祉手帳１級または２級保持者
 　　　　　④特定疾患医療受給者証保持者で重症の認定を受けている者
 　　　　　⑤小児慢性特定疾患医療受給者証保持者で重症の認定を受けている者
● 助　成　福祉タクシー利用券（年１２,０００円分）を交付（ガソリン助成金またはタクシー利用の
 　　　　　共通券です。）

２．高齢者世帯等タクシー利用助成事業
　今年度から対象者を拡大し、高齢者（７５歳以上）世帯の他、重度の要介護認定者世帯の方も対象
となります。対象の方へは申請書を郵送いたします。
● 目　的　在宅で生活する低所得の高齢者世帯、要介護者世帯に対し、外出時の経済的負担を軽減し、
 　　　　　社会参加を支援する

対象者が
拡大されます！

（１）高齢者世帯
● 対　象　以下の要件全てに該当する世帯の世帯主
　 　　　　①平成３１年１月１日時点で７５歳以上（昭和１９年１月２日以前に生まれた方）のみの世帯
　 　　　　②非課税世帯
　 　　　　③同一住所に家族等が同居していない方（別世帯であっても、同一の住所に家族がいる方は対象外となります。）
　 　　　　④在宅で生活している方（入院中及び施設入所中の方は対象外となります。）
● 助　成　タクシー利用券（年６,０００円分）を交付

（２）要介護認定者がいる世帯
● 対　象　以下の要件全てに該当する世帯
　 　　　　①平成３１年１月１日時点で要介護認定４または５の認定を受けている方
　 　　　　②非課税世帯
　 　　　　③在宅で生活している方（入院中及び施設入所中の方は対象外となります。）
● 助　成　タクシー利用券（年１２,０００円分）を交付

【申請方法】　
● 申請期限　令和元年５月３１日（金）　平日　午前９時～午後５時　
　 　　　　　※期限後でも随時申請受付できます。
● 申請場所　松島町役場１階　　町民福祉課福祉班　窓口　　　　　
　　　　　　 保健福祉センター　健康長寿課高齢者支援班　窓口　
　　　　　　 ※来庁できない場合は郵送もできますのでご相談ください。
● 申請時の持ち物　①申請書（窓口にも置いてあります）
　　　　　　　　　 ②手帳または受給者証　※１．障がい者（児）外出支援事業対象の方のみ
　　　　　　　　　 ③介護保険被保険者証　※２．（２）要介護認定４または５をお持ちの方
　　　　　　　　　 ④印鑑
 　　　　　　　　　複数事業に該当となる方は１事業のみ適用となります。

【問合先】
１．障がい者（児）外出支援事業・・・・・・町民福祉課福祉班　☎３５４-５７０６
２．高齢者世帯等タクシー利用助成事業・・・健康長寿課高齢者支援班　☎３５５-０６７７
　　問合先が異なりますので、ご注意ください。

どちらの窓口でも申請が可能です。
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「高齢者紙おむつ購入助成事業」のお知らせ
　寝たきり等にあるために日常生活において、常時紙おむつを必要と

する要介護高齢者に対し、紙おむつの購入にかかる費用を一部助成します。

　事業の実施内容については、下記のとおりです。対象の方へ申請書を郵送いたしま

す。ご不明な点がありましたら、下記の問合せ先までご連絡ください。

● 対　象　以下の要件全てに該当する方

　 　　　　①６５歳以上の方

　 　　　　②寝たきり等で常時おむつを使用している方

　 　　　　③在宅で生活している方（入院中及び施設入所中の方は対象外となります。）

● 助　成　紙おむつ購入助成券（上半期分１,５００円分、下半期分１,５００円分）を交付

　　　　 　※社会福祉協議会の紙おむつ助成券（上半期分１,５００円、下半期分

　　　　 　１,５００円分）と合わせて交付

● 目　的　介護家族の身体的、精神的負担の軽減並びに要介護高齢者の福祉の向上を

　　　　 　目的とする

【申請方法】　
● 申請期限　上半期：５月１５日（水）　下半期：１１月１５日（金）

　　　　 　　平日　午前９時～午後５時　

　　　　　　 ※期限後でも随時申請受付できます

● 申請場所　保健福祉センター　健康長寿課高齢者支援班　窓口

　　　　　　 ※来庁できない場合は郵送もできますのでご相談ください。

● 申請時の持ち物　①申請書　②介護保険被保険者証等　③印鑑

【助成券の交付】
● 交付時期　上半期：６月頃、　下半期：１２月頃

● 問合先　健康長寿課高齢者支援班　☎３５５-０６７７

「松島町紙おむつ購入助成事業」
　在宅で生活し、常時紙おむつを使用している障がい者 ( 児 ) に対し、紙おむつ助成

を行っております。下記の対象と思われる方はお問い合わせください。

● 対象者　６４歳以下で松島町において住民基本台帳に登録され、かつ、住居する者

　　　　　 で、常時紙おむつを使用している身体障害者手帳又は療育手帳保持者 (社

　　　　　 会福祉施設、医療施設に入所又は入院している者、他制度での給付者を除

　　　　　 く )。

● 備　考　申請には民生委員の署名が必要となります。

● 問合先　町民福祉課福祉班　☎３５４-５７０６

新規事業
です
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　松島町認知症地域支援推進員（グループホーム桜の家・内
海氏）による認知症相談を実施しています。認知症の人との
接し方や対応で困っている方、認知症の方の介護で悩んでい
る方、もしかしたら自分は認知症かも･･･と心配な方など、
お気軽にご相談ください。相談をご希望の方は、事前に下記
までお電話ください。
● 日　時　５月１日（水）､６月３日（月）　
　 　　　　午前１０時～正午
● 場　所　高城字町 53　SaKuRa（さくら）カフェ
● 予約・問合先　
　 グループホーム桜の家　　☎３５５-０３９６
　 健康長寿課高齢者支援班　☎３５５-０６７７

～認知症相談をご利用ください～

　均等割特例９割軽減を受けていた方は、８割軽
減に変わり、５割軽減、２割軽減については対象
者が拡充されます。介護保険料は所得の低い高齢
者への負担軽減が強化され、１０月から年金生活
者支援給付金制度が始まります。後期高齢者医療
保険料、介護保険料の決定の通知は７月中旬に郵
送いたしますのでお待ち下さい。 
● 問合先　後期高齢者医療制度について　　
    　　　　　宮城県後期高齢者医療広域連合　
    　　　　　☎０２２-２６６-１０２１
    　　　　　松島町町民福祉課町民ｻｰﾋﾞｽ班   
    　　　　　☎０２２-３５４-５７０５
    　　　　介護保険について　　　　　　　
    　　　　　健康長寿課高齢者支援班　
    　　　　　☎０２２-３５５-０６７７
    　　　　年金生活者支援給付金について　
    　　　　　ねんきんダイヤル　
    　　　　　☎０５７０-０５-１１６５

後期高齢者医療保険料の
軽減割合、軽減基準が変わります

　　松島町では、「小学校入学準備支援事業」とし
て、第３子以降のお子さまが小学校に入学する際
に「小学校入学祝金」を支給しています。
● 対 象 者　扶養する３番目以降の子の保護者
 　　　　　　（ただし上の子が独立している場合は数えません）
● 基 準 日　令和元年５月１日
● 支給金額　３万円
● 提出書類　・松島町小学校入学祝金支給申請書
　 　　　　　　（小学校を通じて配布済みです）
　　　　　 　・通帳又はキャッシュカードの写し 　　
　　　　　 　・戸籍謄本（必要な場合）
　　　　　　 ※上記以外にも確認のため書類の提
　　　　　 　　出をお願いする場合があります。
● 申請期間   令和元年５月７日（火）から５月１５日（水）
● 申請場所　松島町役場１階　町民福祉課こども支援班
　 ※提出して頂いた書類を基に支給の基準を満たしているか
　 　判定し、後日決定通知書又は却下通知書を送付致します。
　 ※詳細につきましては下記まで連絡をお願い致します。
● 問 合 先　町民福祉課　こども支援班　
　　　　　　  ☎３５４-５７９８

令和元年度松島町
「小学校入学祝金」について

温水プール 美遊からのお知らせ
　５月５日（日）こどもの日は、プールを無料

開放します！小学生から高校生まで利用料が無

料になりますので、５月５日は家族、お友達と

一緒に美遊で遊びましょう！

　美遊ではキッズ水泳・体育スクール、中高年

齢者を対象とした運動教室を実施しています。

水泳、体育に興味のある方、運動を始めようと

考えている方はぜひお問い合わせ下さい。

● 問合先　松島町温水プール 美遊  
 　　　　　☎０２２-３５３-８５２５

　 　　　　指定管理者  セントラルスポーツ (株 ) 

第５９回
町民ふれあいスポーツ大会のお知らせ
　本町の１２の分館の交流と親睦を深めることを目的
としている町民ふれあいスポーツ大会が今年も下記の
とおり開催されます。昨年は、磯崎分館と手樽分館の
ダブル優勝でした。
　今年も多くの町民のみなさんに参加していただき、
大会を盛り上げていただければと思います。
● 開 催 日　６月２日（日）
● 開催場所　町民グラウンド　
 　　　　　　※雨天時…文化観光交流館、B&G海洋センター
● 内　　容　宅配便リレー、長縄跳び、玉入れ、分館
　 　　　　　対抗リレーなど（予定）
● 問 合 先　中央公民館（文化観光交流館内）　
　　　　　　☎３５３-３０３０

米寿おめでとう
◆ 櫻井　則雄　さん (幡谷 )
◆ 西村　みえ子さん (磯崎 )
◆ 村山　盛治　さん (高城 )
◆ 髙橋　覺　　さん (本郷 )
◆ 金　和子　　さん (磯崎 )
◆ 小島　英子　さん (本郷 )
◆ 西村　重子　さん (磯崎 )
白寿おめでとう
◆ 櫻井　にゑ子さん (幡谷 )

～4月敬老祝金贈呈者～

松島の歴史・文化・学びインフォメーション
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医療費助成を受けられている方へ
◎母子・父子家庭医療費、心身障害者医療費助成対象者の方について
　病院を受診する際は、『受給者証』と『健康保険証』を窓口へ提示し、『母子・父子家庭医療費助成申請書（水
色の用紙）』・『心身障害者医療費助成申請書（６４歳までの方はオレンジの用紙、６５歳以上の方は黄色の用紙）』
に・住所・氏名・生年月日・受診年月・受給者番号・保険証の記号・番号・保険者名を正しく記入・押印し医療
機関等の窓口に月ごと、病院ごと、診療科ごとに分けて提出して下さい。また、同じ月に入院と通院の両方があ
った場合は入院分１枚と外来分１枚の２枚を提出して下さい。
◎対象者
　・身体障害者手帳１級・２級、心臓などの内部障害の３級・療育手帳A
　・特別児童扶養手当１級
　　※所得制限により受けられない場合があります。
● 提出先　町民福祉課福祉班　☎３５４-５７０６

民生委員・児童委員とは
　民生委員・児童委員は、民生委員法及び児童福祉法に基づき、厚生労働大臣から委嘱された地域福祉を担うボ
ランティアです。ひとりで悩まずに、民生委員・児童委員にお気軽に相談してください。秘密は守られますので、
安心してご相談ください。
● 民生委員・児童委員
　 地域を見守り、地域住民の身近な相談相手、専門機関への「つなぎ役」です。担当地域において高齢者や障
　 がいのある方の安否確認や見守り、子どもたちへの声かけなどを行っています。医療や介護の悩み、失業や
 　経済的困窮による生活上の心配ごとなど、さまざまな相談に応じます。
● 主任児童委員
　 子どもや子育てに関する支援を専門に担当する民生委員・児童委員で、担当地域をもたず、民生委員・児童
 　委員と連携しながら子育ての支援や児童健全育成活動などに取り組んでいます。
● 問合先　町民福祉課福祉班（事務局）　☎３５４-５７０６
民生委員・児童委員一覧

永年勤続民生委員・児童委員の表彰
　１月２４日、民生委員・児童委員定例会において、澁谷正德さん、佐々木稔さん、赤間礼子さん、梅森みつ子
さん、山崎光子さんの５人が永年勤続民生委員・児童委員として表彰され、伝達を受けました。
　表彰を受けた皆さまは、永年に渡り民生委員・児童委員として地域の福祉向上に尽力した功績により、全国民
生委員児童委員連合会会長からの表彰となりました。

▲澁谷正德さん
（初原）

▲山崎光子さん
（北小泉）

▲佐々木稔さん
（本郷）

▲赤間礼子さん
（本郷）

▲梅森みつ子さん
（手樽）

木皿　壽子
福田　修
樋口　秀吉
梅森　みつ子
土井　いく子
飯川　玲子
山崎　光子
石森　好子
安住　栄子
髙橋　牧子

磯崎１０
磯崎１１
元手樽・左坂
名込・古浦
早川・三浦
中出山・芋沢・滝の沢
後小泉・十文字
蒲・大日向・中才
貝殻塚１・２・藤の巻
上竹谷全域

行政区 委員氏名
大友　とみ子
赤間　はつ子
千葉　修
片倉　弘美
小野　眞吾
澁谷　正德
桜井　豊一
藤澤　美子
竹谷　久

小ヶ谷・新田・くぬぎ台
中通・上幡谷・明神崎
品井沼１・２
根廻全域
初原１・２
初原３・４
桜渡戸全域
主任児童委員
主任児童委員

行政区 委員氏名
中村　典子
佐々木　稔
赤間　礼子
武田　ふみ子
西村　武子
大山　憲一
白鳥　征幸
磯田　昭平
石垣　俊彦
髙橋　秀年

高城９・１０・新小梨屋
帰命院下・居綱・小森
反町・三居山
新橋・愛宕
磯崎１・３
磯崎２・８
磯崎４・７
磯崎５
磯崎６
磯崎９

行政区 委員氏名
大宮司　貴美子
渡邉　久子
佐々木　啓子
千葉　丈夫
新田　晴子
千葉　健一
大谷　榮治
及川　克巳
佐藤　聰司
瀨野尾　正喜

松島１・２・３
松島４・５・６
松島７・８・９
松島１０・１１
松島１２・１３
西柳１・２
高城１・割波
高城２・３・高城新３・４
高城５・高城中・光陽台・割波２
高城６・高城新６

行政区 委員氏名
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松島の歴史・文化・学び児童館だより

「児童館」ってどんなとこ？
　児童館は、児童福祉法第４０条による児童福祉施設です。子ども達は、“遊び”を通じて、考え、決断
し、行動し、責任を持つという「自主性」「社会性」「創造性」を身につけます。
　松島町児童館は、赤ちゃんから、小学生、中学生、高校生までの児童や生徒が自由に遊びに来れる場所
です。子ども達や子育て世代の親が地域で安心して生活できるよう、親のグループやジュニアボランティ
アの育成、親子教室などを行っています。また、子育て家庭の子ども達が安定した放課後を過ごせるよう
に、登録制で毎日学校から直接来館する留守家庭児童学級 (放課後児童クラブ )も開設しています。
　松島の子ども達が安心して過ごすためには、地域の方々のご理解とご協力が不可欠です。「児童館」と
いう場所を知って頂けると幸いです。

児童館に遊びに来る皆さんへ
・土曜日や学校休業日は、未就学親子も小中学生もみんなが快適に児童館で遊べるように、遊戯室を時
　間で区切って過ごしています。ご協力をお願いします。
● 午前９:００～１２：００　親子優先　　　● 午後１：００～　小中学生優先
・児童館では、日ごろの様子やイベントの様子を館内掲示や町の広報、松島町のホームページ・子育て
　支援サイト、フェイスブック等で紹介しています。お
　子さまの写真を掲載することがありますので、写真の
　掲載を望まれない方は、児童館の職員までお申し出く
　ださい。
・児童館の遊具、おもちゃ、本は、みんなで使うもので
　す。壊れないように丁寧に使いましょう。
・お菓子のごみやペットボトルは必ず持ち帰って下さい。
・昼食は児童館に持参して１２時から食べることができ
　ます。遊戯室は飲食できません。

①一度、家に帰ってランドセルを置いてから遊びにき
　てください。
②おうちの人に行き先、帰る時間を伝えましょう。
③児童館入館証 (児童館カード )を持ってきてください。
④お金やゲームなど、無くなって困るものは持ってこ
　ないでください。児童館にある玩具等で遊びましょ
　う。
⑤児童館に入ったら途中で買い物に行けません。児童
　館に来る前に準備して遊びにきて下さい。
⑥飲み物は水かお茶にしましょう。

小中学生のみんなへ守ってほしいお約束

最近の児童館こんなことをしたよ！

▲４月４日 (木 )、５日 (金 )　プラバン工作を楽しみました！うつし絵をしたり、色をぬったり、みんな上手にできました★

▲３月３０日 (土 ) 『ポケモンwith YOU』　ピカチュウが遊びに来てくれました！エコバックを作ったり楽しいゲームもしました。

スライムを作ろう！

　ぷにぷにの感触がやみつきになっちゃう！みんなで
大人気のスライムを作りましょう。児童館にあそびに
来てね♪

● 参加費　期間中1個目は無料、２個目からは１個につき３０円です。

5/　　　
( 月 ) ～

13
小中学生対象

午後３：００～４：００

①５月１３日 (月 )、②１４日 (火 )、③１５日 (水 )　
④２３日 (木 )、⑤２４日 (金 )

乳児 (0歳児 )
親子対象赤ちゃんほっとサロン

　初めての育児や、赤ちゃんとの生活で戸惑うことも
あるかと思います。助産師・保健師と一緒に、赤ちゃ
んのこと、母乳のことなどお話ししてみませんか？ 赤
ちゃんを囲みながらほっと一息つける時間を過ごしま
しょう。参加費無料、申し込み不要です！
● 内　容　身長、体重計測 (希望者 )、ベビーマッサージなど
● 場　所　松島町児童館

5/　　　
( 火 )
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午前１０：００～１１：３０

28 広報まつしま 2019 5 月号

乳幼児健診と BCG 接種のおしらせ

松島町　児童館だより 
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児童館だより

✿マークは、乳幼児親子向けのイベントです。★マークは、小中学生向けのイベントです。

お休み
休日

お休み

お休み

お休み

お休み

✿赤ちゃんほっとサロン
(参加自由 )

１０:００～１１:３０

✿読み聞かせの会
(登録者対象 )１０:３０～１１:００

⑤スライムを作ろう！
３:００～４:００

④スライムを作ろう！
３:００～４:００

③スライムを作ろう！
３:００～４:００

②スライムを作ろう！
３:００～４:００

①スライムを作ろう！
３:００～４:００

✿なかよし教室
(登録者対象 )

１０:３０～１１:３０

お休み
即位の日

お休み
憲法記念日

お休み
みどりの日

月号

２０１9 年

5

☆乳幼児健診等は、保健福祉センターどんぐりで行います。
☆お問い合わせは、健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）３５５‐０７０３にお願いします。
☆予防接種は、かかりつけ医にご相談のうえ、計画的に接種しましょう。

2 歳児歯っぴー健診
● 受付時間　
　 １２：３０～１２：４５
● 対　　象　
　 H２９.４月～６月生
● 場　　所　
　 保健福祉センターどんぐり

5/　　
( 水 )

8 (2 歳児歯科健診）

３～４か月児健診
● 受付時間　
　 １２：３０～１２：４５
● 対　　象　
 　H３０.１２月２日～
　 　　　　  H３１.２月１０月生
● 場　　所　
 　保健福祉センターどんぐり

5/　　　
( 金 )

10
BCG接種 (集団 )

● 受付時間　
　 １１：１５～１１：４５
● 対　　象　
　 H３０.１０月１４日～
　 　　　　　　  １２月３０月生
● 場　　所　
 　保健福祉センターどんぐり

5/　　　
( 木 )
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土金木水火月

5

12

19

26

日

7

14

21

28

✿リズムあそびの会
(登録者対象 )

１０:３０～１１:００

〒９８１-０２１２　松島町磯崎字浜１の２
T E L：３５４-６８８８　ＦＡＸ：３５５-１０２２
松島町ホームページ　https://www.town.miyagi-matsushima.lg.jp/

児童館は、赤ちゃんから高校生まで自由に遊びに
来ることができます。
(乳幼児には大人の付き添いが必要です。)

月～土曜日　午前９時開館
夏季４月～１０月 (午後５時まで )
冬季１１月～３月 (午後４時３０分まで )
※冬休み期間中  ( 午後４時まで )
午後６時まで　
午後７時まで
日曜・祝日・年末年始

開館時間　
小 学 生

高 校 生
中 学 生

休 館 日　
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みんな
の

伝言板
みんな

の

松島病院　産婦人科

　松島病院産婦人科では赤ちゃんとお母
さんの安全を守り、安心してお産ができ
ることを目指しています。里帰り出産の
受け付けもしております。ご希望の方は
電話でご予約ください。
● 診察日　月～土曜日
　　　　　（土曜日は午前中のみ）
● 受付時間　午前８：３０～１１：３０
　　　　　　 午後２：００～４：３０
● 問合先　松島病院　産婦人科外来
　　　　　 ☎３５４-５８１１

　落ち着きや姿勢、相手を理解すること
を学べます。
　女性指導員が体力に合わせ指導します。
● 日　時　土曜 　
 　　　　　午後１時３０分～午後２時３０分
● 場　所　華園集会所　（高城保育所そば）
● 対　象　５歳～大人
　 　　　　※親子でも参加できます。
● 問合先　竹田　さおり　☎７６７-８０２４

合氣道無料体験！

● 日　時　５月２６日（日）小雨決行
　 受付：午前８時３０分～午前８時４５分　
 　開会：午前９時
● 場　所　加護坊パークゴルフ場
　　　　　 大崎市田尻大沢加護坊山１７８-１
● 参加費　１,０００円（プレー代、賞品代、貸クラブ）
● 申　込　５月１５日（水）まで
● 問合先　松島神社パークゴルフ大会実行委員会
　 代　表　佐藤　☎０２２-３５４-４４５１
　 事務局　上野　☎０２２-３５４-２３３５

第3回松島神社杯パークゴルフ大会の参加募集

　空手を元高校教員が丁寧に指導します。
介護施設慰問・花山合宿などもやってい
ます。
● 対　象　小学１年～３年男女
● 日　時　曜日・時間帯は相談に応じます。
● 場　所　高城コミニュティセンターなど
● 経　費　２,０００円／月
● 問合先　空手スポーツ少年団利府誠道塾　
 　　　　　三浦　☎０９０-９０３３-２０９５

空手会員募集！

●  日　時　６月８日（土）
 　　　　　 ①９：３０～１０：３０
 　　　　　 ②１１：００～１２：３０
● 場　所　勤労青少年ホーム・講座室
● 持ち物　パソコン持込可
● 定　員　各回３名　２回目は子連れ可
 　※託児はありませんが、お子さんの状
　 態にあわせて出入りしていただけるよ
 　うに、時間を多めにとっています。
● 料　金　５００円（当日お支払いください）
　 ※おつりの出ないようにお願いします。
 　※ペイパルによるスマホ決済可
● 連絡先　赤間美和子　
　 ☎０８０-４５１６-１５８５
　 ※お申し込みは６月１日（土）まで

パソコン月１講座

　 

伝言板

令和元年度  おくの細道松島海道  定期総会のご案内

松島の歴史・文化・学びみんなの伝言板

● 開催日時　５月１１日（第２土曜日）　午前１０時から
■ ご  案  内
● 内　容　総会及び記念講演
● 演　題　『奥の細道』紀行３３０年「文学的松島の魅力」について
● 講　師　『仙台文学』　主宰　後藤　文二氏
● 場　所　ホテル大観荘　会議室（１０：４０～１２：００）
● 参加費　無　料（会員以外の聴講も歓迎します。お気軽にご参加ください。）
　　　　　 講演資料は無料配布しますので、参加人数を５月６日まで事務局にお
　　　　　 知らせ下さい。
■ 懇親・昼食会のご案内
　記念講演終了後、館内和食レストランにて開催します。（要予約５月６日迄）
● 懇親会費　３,５００円　（懇親会に酒類をご用意します。お車はご遠慮下さい）
● 問合先　おくの細道松島海道　代表　京野　英一　〒981-0215　松島町高城字町１３３　　　　　
 　松島事務局　桜井　勝三　☎０９０-７０７２-４６６０
　 仙台事務局　千葉　壮喜　☎０９０-５８３０-３４３５

松島の原点・霊場『雄島』無料ガイドのご案内
　雄島の無料ガイドは今年で５年になります。昨年は７００人以上の皆様をご案内す
ることができました。雄島を散歩がてらボランティアガイドと歩いてみませんか？
● 日　時　５月の 毎週 土曜日・日曜日
● 場　所　雄島入口でガイドが待っています。（看板あり）
● 時　間　雄島入口午前１０時出発と１１時出発の２コースがあります。
　　　 　　※所要時間は島１周５０分程度です。（雨天中止）
● 問合先　松島ボランティアガイドの会（松島観光協会）　☎３５４-２６１８

● 日　時　毎週土曜日　
 　　　　　午後７時３０分～午後８時３０分
● 場　所　海洋センター会議室
● 内　容　簡単なステップで脂肪燃焼、
　 　　　　ダンベル、チューブ、スモー
　 　　　　ルボールを使って体を引き締
　 　　　　めます初心者向きのクラスで
　 　　　　す。
● 料　金　月額２,５００円（月４回）
　 　　　　体験１回５００円
● 問合先　鈴木　☎０８０-４７３４-０７２２

簡単エアロビクス講座

東北歴史博物館　催事情報
■東京藝術大学スーパークローン文化財展
「最先端技術でよみがえるシルクロード－法隆寺・敦煌莫髙窟・バーミヤン－」
● 日　時　４月１９日（金）～６月２３日（日）
● 場　所　当館１階特別展示室
● 観覧料　一般１,２００円　シルバー１,１００円　 小・中・高校生６００円
■ 特別展関連行事「東京藝術大学ワークショップ・金魚の気持ち」
● 日　時　５月３日（金）・４日（土）・５日（日） 
 　　　　　午前の部：午前１０時～　午後の部：午後１時３０分～
● 場　所　当館１階エントランスホール
● その他　定員各３０人、参加無料、（各部開始時間３０分前から整理券を配布します。） 
■ 特別展関連行事「東北歴史博物館ワークショップ・レプリカを作ってみよう！」
● 日　時　５月２５日（土） 午後１時３０分～午後３時
● 場　所　当館１階実習室
● その他　定員２０人，参加無料，先着順・事前申込制（４月２５日午前８時３０分受付開始）
■ 体験イベント「春のわくわく体験見本市２０１９」
● 日　時　５月１１日（土） 午前９時３０分～午後４時
● 場　所　当館敷地内
● 基本情報　常設展観覧料　一般４６０円，高校生以下無料
　　　　　　 閉館日　毎週月曜日（祝・休日の場合は翌平日）
● 問合先　東北歴史博物館情報サービス班　☎３６８-０１０６

健康ランド ● 日　時　５月１３日（月）、２０日（月）　
　 　　　　（受付：午前９時３０分～午前１１時）
● 場　所　保健福祉センターどんぐり
※上記の日程以外での交付も可能なのでご連絡くだ
　さい。
※マイナンバーが確認できる書類と、運転免許証な
　どの身元確認書類をご持参ください。

母子健康手帳の交付について

　自立支援医療費（精神通院）・精神保健福祉手帳
の申請のお手続き（新規・更新）に来られる方は、
事前にご連絡ください。
※マイナンバーが確認できる書類と、運転免許証な
　どの身元確認書類をご持参ください。

自立支援医療費（精神通院）
　・精神保健福祉手帳の申請について

　「３０分でE-Style クラブ」を卒業した方が対象
となります。生活習慣の改善のために有酸素運動
や簡単な筋肉トレーニングなどをそれぞれの目標
に合わせて約３０分間行います。
● 日　時　毎週木曜日　※予約制
　 　　　　（５月９日・１６日・２３日・３０日）
　　　　　 午前９時～、午前１０時～、午前１１時～
● 場　所　保健福祉センターどんぐり

３０分でE-Style クラブサポート

～元気の秘訣お伝えします～　

30

▲鈴木由美子さん（中央）と仙台から松島まで走りに来た仲間たち

● 問合先　健康長寿課健康づくり班
　　　　　（保健福祉センターどんぐり）
 　　　　　☎３５５-０７０３

健 康 ラ ン ド

　今回は、磯崎にお住いの鈴木由美子さんにお話をうかがいました。
　鈴木さんはヨガとウォーク＆ジョギングのインストラクターとして、町内を中心に活躍されていま
す。ヨガの仕事を始めたきっかけは、震災後、実母の友人から「シニアでもできる運動を指導してほ
しい！」と、冗談で言われたことでした。鈴木さんは震災時、職場が被災し失業しましたが、自分を
必要としてくれる人がいることに感激し、ヨガを教えるためのスクールに通い始めました。
　鈴木さんは、健康のために、毎朝５分の「瞑想」を行
っています。姿勢を正し、吸う息と吐く息に意識を向け
て深い呼吸をすると心身とも穏やかな気持ちになるそう
です。また、食で大切にしていることは食べて元気にな
ると思える旬の食材を摂るようにしています。中でも義
父が作る家庭菜園の季節の野菜が一番のご馳走だそうで
す。みなさんも鈴木さんのように、自分が心地いいと思
える時間を持つことや旬の物を意識して食べることを心
がけて、日々を過ごしてみてはいかがでしょうか？
　次回は、本郷地区にお住いの平田笑子さんにお話をう
かがいます。

広報まつしま 2019 

　４月５日の３歳６か月児健診で、むし歯のな
かったお子さんを紹介します。

今月のピカピカ賞

★お口の輝いている子どもたちの笑顔は、何に
も勝る宝物です。これからもよい食習慣と歯み
がきを続けて、きれいな歯を守りましょう！

丹野　楓太　くん 　（手樽）

佐藤　駿多　くん　 （磯崎）

渡邉　渚桜　ちゃん （磯崎）

長倉　悠造　くん     （本郷）

峯岸　みか　　ちゃん  （松島）

斎　　七海　　ちゃん  （高城）

鈴木　あかり　ちゃん  （本郷）

根本　彩乃　　ちゃん  （磯崎）

たん   の         ふう  た

さ  とう      しゅん た

わた なべ         な    お

みね ぎし 

さい　　　　　 なな   み

すず   き 

ね  もと        あや   のなが くら        ゆう ぞう

5 月号

　健康や栄養、歯科口腔に関することなど保健師、
管理栄養士、歯科衛生士が幅広く相談に応じます。
● 日　時　５月１３日（月）、２０日（月）
　　　　　 午前１０時～正午
● 場　所　保健福祉センターどんぐり

健康相談
～赤ちゃんから成人の方どなたでも～



この広報紙は環境にやさしい
大豆油インキで印刷しています

町の人口 (平成31年4月１日現在：住民基本台帳)

男 6,830人(－21人)　    人口14,073人(－50人)
女 7,243人(－29人)　  5,630　世帯(+3世帯)
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松島町のHP用、Facebook用、Twitter用のQRコードについて
　松島町ではHP、Instagram、Facebook、Twitter で最新の情報を
発信しておりますので、どうぞご活用ください。

＜スナップエンドウとカツオの中華風炒め＞
材料（４人分）
スナップエンドウ・・・・１６本程度
カツオ・・・・・・・・・・３００ｇ
黄パプリカ・・・・・・・・１／２個
にんにく（みじん切り）・・・１かけ
オイスターソース・・大さじ１と１／２
しょうゆ・・・・・・・・・大さじ１
酒・・・・・・・・・・・・大さじ１
塩・・・・・・・・・・・・・・少々
小麦粉・・・・・・・・・・大さじ１
サラダ油・・・・・大さじ１と１／２ 一人あたり　エネルギー：１７０kcal　塩分：１.５ℊ

平成３０年５月生まれ

● 問合先　企画調整課　☎３５４‐５７０２

町内在住で、各月１歳のお誕生日を迎える
赤ちゃんを紹介します。お申込みお待ちしています！

　カツオやスナップエンドウは春が旬の食材です。カツオはDHAの他、ビタミンＢ群や鉄分が豊富に含ま
れています。生で食べることの多いカツオですが、いつもと違った料理を試してみてはいかがでしょうか？

（作り方）
① スナップエンドウは筋を取る。カツオは１㎝弱の厚さに切り、塩
　 少々をふって小麦粉をまぶす。パプリカはヘタと種を除き、スナ
 　ップエンドウと同じ大きさに切る。
② スナップエンドウは茹でておく。
③ フライパンに油を熱し、ニンニクを炒め、カツオを焼く。両面に焼き色が
　 ついたら、カツオを端によせ、パプリカを炒める。
④ ③に調味料とスナップエンドウを加え、よく絡ませて完成。

なか がき      はる  と

平成３０年５月１日生まれ
次男（高城）

中垣　陽斗くん

にぃにだいすき♥元気いっぱい！

あい ざわ      そう すけ 

平成３０年５月１６日生まれ
三男（高城）

相澤　宗典くん

ハイハイが得意です。速いです。

はし ぬま       こ はく

平成３０年５月３０日生まれ
長女（高城）

橋沼　來白ちゃん

我が家に笑顔を与えてくれる天使です♥

みず  ま        ゆ   な

平成３０年５月２９日生まれ
長女（磯崎）

水間　由菜ちゃん

お兄ちゃんにそっくり！元気にすくすく育ってね♥

献血のお知らせ
　みなさんに献血いただいた血液は医療機関で治療を必
要としている方に届けられます。一人でも多くの方のご
協力をお願いします。
● 日　時　５月９日（木）１５：００～１６：３０
● 場　所　松島町役場
● 内　容　全血献血 (４００ml のみ )
● 問合先　健康長寿課　健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）
　 　　　　☎３５５-０７０３

【訂正とお詫び】　先月号の本コーナーにおいて、「桑原 奏翔くん」のお名前が間違っておりました。
　　　　　　　　誤：「桑原 泰翔くん」　正：「桑原 奏翔くん」
　　　　　　　　大変申し訳ありませんでした。
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